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平成20年７月号３ 平成20年７月号 ２

特集

市
の
花
制
定
記
念

な
か
の

　
　
バ
ラ
ま
つ
り

2008
　

今
年
で
、
15
回
目
と
な
る
「
市
の
花
制
定
記
念　

２
０
０
８
な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
」
が
、
５
月
31
日
か
ら

６
月
15
日
ま
で
の
16
日
間
に
わ
た
り
、
一
本
木
公
園
を

会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
約
６
万
５
千
人
の
皆
さ
ん
が
来
園
さ
れ
、

公
園
内
に
咲
き
誇
る
５
７
０
種
１
２
０
０
株
の
バ
ラ
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

１～７・９、期間中の園内の様子
８、バラ大使に任命された中野市出身の
　　女優 西丸優子さん　

閉
幕

１

２

３４

５
６

７

８ ９



2008なかのバラまつり
一本木公園や市街地において
さまざまなイベントが
開催されました

平成20年７月号５ 平成20年７月号 ４

バラ大使 西丸優子さん
　　　　 インタビュー

Ｑ．バラの植樹祭、バラ大使の任命式、テレビ・ラジオ出
演と多忙な2日間だったと思いますが、バラまつりにつ
いての印象をお聞かせ下さい。

Ａ．約１５年ぶりに一本木公園を訪れましたが、昔と違って
こんなにたくさんの、色・形の違うバラが咲いているこ
とに驚きました。また、今回大勢の皆さんと直接触れ合

　うことができ、たいへん嬉しく幸せな気持ちになりました。

Ｑ．西丸さんは中野市出身ですが、中野市はどんな故郷で
あってほしいと思いますか。

Ａ．現在は東京に住んでいて、実家にもたびたび帰ってき
ますが、やはり中野市の良いところは自然です。自然の
多さに心が癒され、安心します。一本木公園のバラもそ
うですが、この先も緑を大切にし、自然を生かしたまち
づくりをしていただけたらと思います。

Ｑ．中野市のファンの皆さんに向けて一言お願いします。
Ａ．今回も公園を訪れた大勢の皆さんから声援をいただき、
あらためて地元の温かさを実感しました。感謝の気持ち
でいっぱいで、とても幸せです。これからも女優業を頑
張りますので、応援よろしくお願いします。

１．西丸優子さんによる記念植樹。２．西丸優子さんトークショー。３．バラ
「グランセローズ」。４．フラワーアレンジ作品展示。５．信濃グランセロー
ズ握手・サイン会。６．なかの花づくりコンテスト2008。７．宮島茂子さんに
よるガーデニング講習会。８．畔上二三男さんによるバラ栽培講習会。９．フ
ラワーアレンジショー。10．九斎市。11．あんと市。12．晋平少年少女合唱団
コンサート。13．中野松川駅前のバラの塔。14．ハーモニー演奏。15．ミュー
ジアムコンサート。16．THE☆若者・まちなか音楽会
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平成20年７月号7 平成20年７月号 ６

文
化
公
園

浜
津
ヶ
池
公
園 

さ
、
い
こ
う

～
身
近
な
里
山
が
最
高
！
～

　

市
で
は
、
信
州
中
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
や
里
山
の
自
然
・

四
方
の
眺
望
に
恵
ま
れ
た
こ
の
一
帯
を
更

に
市
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
頂
く
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
八
月
「
北

信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
一
帯
活
性

化
懇
話
会
」
を
設
置
し
、
一
帯
の
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
、
望
ま
し
い
公
園
一
帯
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

☆
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園

　

浜
津
ヶ
池
公
園
に
隣
接
す
る
北
信
濃
ふ

る
さ
と
の
森
文
化
公
園
は
平
成
三
年
五
月

に
開
園
し
、
「
人
と
自
然
」
を
テ
ー
マ

に
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
創
作
研
究
室
な

ど
で
体
験
学
習
が
楽
し
め
る｢

創
造
館｣

や

世
界
各
地
の
珍
し
い
昆
虫
・
植
物
が
観
察

で
き
る｢

温
室
・
昆
虫
館｣

の
ほ
か
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ

ー
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

が
整
備
さ
れ
て
い
る
公
園
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
公
園
創
造
館
（
☎
�
１
０
２
１
）

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
（
☎
�
４
０
４
５
）

☆
浜
津
ヶ
池
公
園

　

江
戸
時
代
前
期
に
農
業
用
溜
池
と
し
て

築
堤
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
浜
津
ヶ
池

は
、
昭
和
三
十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
浜
津

ヶ
池
観
光
協
会
に
よ
り
、
ボ
ー
ト
遊
び
・

釣
り
・
ハ
ス
の
観
賞
が
楽
し
め
る
公
園
と

し
て
手
入
れ
さ
れ
る
と
共
に
、
周
囲
の
果

樹
園
と
雑
木
林
が
織
り
な
す
四
季
折
々
の

彩
り
に
恵
ま
れ
た
里
山
風
景
を
持
つ
公
園

で
す
。

　

市
中
央
部
の
長
丘
丘
陵
の
南
端
に
位
置
す
る
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
・
浜
津
ヶ

池
公
園
一
帯
は
、
浜
津
ヶ
池
を
囲
む
よ
う
に
創
造
館
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）
、
昆
虫
館
、
サ

マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
厩
舎
と
馬
場
、
ソ
バ
打
ち
教
室
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
遊
歩
道
な
ど
遊
び
ど
こ
ろ
が
満
載
で
す
。

　

初
夏
の
風
に
吹
か
れ
て
文
化
公
園
・
浜
津
ヶ
池
公
園
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
ボ
ー
ト
等
料
金

　

・
ボ
ー
ト　

30
分
250
円　

１
時
間
400
円

　

・
釣
り　

小
人
200
円　

大
人
500
円

　

※
ハ
ス
の
開
花
期
間
は
七
月
中
旬
～
八

　
　

月
上
旬
で
す

ハ
ス
の
見
ご
ろ
情
報
ご
案
内
は
、

浜
津
ヶ
池
公
園
市
民
セ
ン
タ
ー
（
友
遊
館
）

☎
�
７
６
６
６

☆
中
野
乗
馬
ク
ラ
ブ

　

引
き
乗
馬　

700
円
～

　

乗
馬
体
験　

２
，
５
０
０
円
～

　

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
乗
馬
ク
ラ
ブ　

☎
�
１
１
８
５

　

北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
・
浜

津
ヶ
池
公
園
一
帯
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
文
化
公
園
整
備
推
進
室
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
６
）

▲中野乗馬クラブ
　馬たちが皆さんを待っています

▲リトル
　ポニー　21 才

▲プラチナ
　サラブレッド　10 才

▲あすか
　アパルサ　13 才

▲ムーンストーン
　サラブレッド　21 才

▲ヤマホタルブクロ　  ▲フクロウ　　　　    ▲イチヤクソウ

▲浜津ヶ池のハスはこれから見ごろを向かえます
　（写真は昨年の様子）

▲乗馬の様子（中野乗馬クラブ）

▲アイガモ

　

ふ
る
さ
と
遊
歩
道

▲

▲自生草花・生息野鳥観察会

▲ガマズミ　▲ノスリ　　　

▲ノアザミ　　　



平成20年７月号7 平成20年７月号 8９

「
中
野
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条

例
」
の
一
部
改
正

　

「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の

の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
福
祉
医
療

費
の
支
給
対
象
と
し
な
い
、
適
用

除
外
規
定
に
つ
い
て
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
渇
水
対
策
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
」
の
制
定

　

北
陸
新
幹
線
高
社
山
ト
ン
ネ
ル

建
設
に
伴
う
渇
水
対
策
事
業
の
円

滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
独
立
行

政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整

備
支
援
機
構
か
ら
の
補
償
金
に
つ

い
て
基
金
を
設
置
し
、
管
理
す
る

た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
市
税
条
例
」
「
中
野
市

都
市
計
画
税
条
例
」｢

中
野
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例｣

の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
報
告

「
平
成
二
十
年
度
中
野
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
」
「
平
成
二
十
年
度
中
野
市
老

人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
」
の
専
決
処
分
報
告

　６月２日から17日まで、16日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告５件、条例案2件、予算案10件、
事件案１件のあわせて18件の議案が審議され、いずれも原案どおり
承認及び可決され、また、意見書などについても審議されました。
ここでは主な内容をお知らせします。

６月の市議会定例会報告

　
条
　
例

　
専
決
処
分
の
報
告

《
一
般
会
計
》

　

平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
予
算

に
十
一
億
五
千
百
二
十
七
万
七
千

円
を
追
加
し
て
、
総
額
を

百
九
十
三
億
七
千
九
百
二
十
七
万

七
千
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
出

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
共
通
〉

●
職
員
人
件
費
四
、
三
四
五
万
余

円
を
減
額

〈
総
務
費
〉

●
栗
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
、
間
山
区
三
原
組
公
会
堂
等

の
公
会
堂
建
設
補
助
金
五
四
三
万

余
円
を
追
加
●
財
政
調
整
基
金
積

立
金
八
、
三
〇
三
万
余
円
を
増
額

〈
民
生
費
〉

●
障
害
者
福
祉
費
で
、
自
立
支
援

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
一
二
万
円

を
追
加
●
児
童
福
祉
総
務
費
で
、

子
育
て
応
援
事
業
費
四
五
万
余
円

を
追
加
●
児
童
扶
養
手
当
費
で
、

児
童
扶
養
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
九
九
万
余
円
を
追
加

〈
衛
生
費
〉

●
公
害
対
策
費
で
、
県
の
「
地
域

発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
の
事
業

採
択
に
よ
る
放
置
廃
タ
イ
ヤ
撤
去

支
援
事
業
費
の
財
源
組
替

〈
農
林
水
産
業
費
〉

●
農
業
委
員
会
費
で
、
遊
休
荒
廃

農
地
研
究
委
託
料
八
四
万
円
を
追

加
●
市
単
耕
地
整
備
費
と
市
単
水

利
費
で
、
「
地
域
発
元
気
づ
く
り

支
援
金
」
の
事
業
の
採
択
に
伴
い
、

農
道
及
び
水
路
補
修
用
と
し
て
原

材
料
費
等
に
一
、
〇
二
五
万
余
円

を
追
加
●
林
業
振
興
費
で
、
県
の

「
森
林
づ
く
り
推
進
支
援
金
」
の

配
分
を
受
け
、
緩
衝
帯
整
備
委
託

料
等
一
一
〇
万
余
円
を
追
加

〈
商
工
費
〉

●
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
改
修

工
事
の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
」
の
事
業
採
択
に
よ
る
財
源
組
替

〈
土
木
費
〉

●
新
幹
線
関
連
事
業
対
策
費
で
、

渇
水
対
策
事
業
費
一
〇
億
九
、
五

五
四
万
余
円
を
追
加
●
道
路
舗
装

費
で
、
「
地
域
発
元
気
づ
く
り
支

援
金
」
の
事
業
採
択
に
伴
う
財
源

組
替
●
住
宅
管
理
費
で
、
国
庫
補

助
金
の
増
額
採
択
に
伴
う
、
財
源

組
替
及
び
市
営
住
宅
耐
震
診
断
委

託
料
一
〇
八
万
余
円
を
追
加

〈
教
育
費
〉

●
小
学
校
教
育
振
興
費
で
、
寄
附

金
を
財
源
と
し
た
学
校
図
書
の
購

入
に
一
万
円
を
増
額

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉

●
職
員
人
件
費
一
四
七
万
円
を
減
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉

●
職
員
人
件
費
等
で
六
四
〇
万
余

円
を
減
額

〈
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
〉

●
職
員
人
件
費
等
で
七
二
九
万
余

円
の
増
額
及
び
財
源
組
替

〈
倭
財
産
区
事
業
〉

●
造
林
事
業
委
託
料
五
九
万
余
円

を
増
額

〈
中
野
財
産
区
事
業
〉

●
中
野
財
産
区
財
産
管
理
基
金

を
栗
和
田
区
へ
配
分
す
る
た
め

一
四
八
万
余
円
を
追
加

〈
情
報
通
信
施
設
事
業
〉

●
職
員
人
件
費
七
万
余
円
を
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉

●
国
庫
補
助
金
の
内
示
に
よ
る
事

業
費
補
正
及
び
職
員
人
件
費
等
で

一
一
五
万
円
を
減
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉

●
職
員
人
件
費
等
で
一
一
八
万
余

円
を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉

●
職
員
人
件
費
五
九
万
円
を
減
額

　

以
上
の
ほ
か
、
国
・
県
補
助
事

業
費
の
交
付
決
定
等
に
伴
う
事
業

予
算
化
、
事
業
費
変
更
、
財
源
組

替
、
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
人
件

費
の
変
更
及
び
こ
れ
に
伴
う
特
別

会
計
等
へ
の
繰
出
金
等
の
予
算
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

中
野
市
地
域
情
報
基
盤
整
備
工
事

の
変
更
請
負
契
約

　
工
期
内
の
完
成
が
困
難
と
な
っ

た
た
め
、
工
期
の
延
長
を
行
い
ま

し
た
。 　

契
　
約

①国民健康保険に加入していた方 ②職場の健康保険などにに加入していた方
　（被保険者本人）

　これまで自分で保険料を納めていない職場の健康保険などの被扶
養者だった方も、長寿医療制度では被保険者となり、保険料を納め
ることとなりますが、保険料の軽減措置があります。
　平成20年4月から9月までは保険料の全額が免除され、平成20年
10月から平成21年3月までは均等割額が9割軽減されます(所得割
は課せられません)。　　　　　　　　　　　　　　　
※平成20年4月から9月分までの保険料はいただきません。
　平成20年10月から、原則として年金からの保険料徴収となります。
　（年金から徴収されない方は個別納付となります）

　個別納付の方については、7月中旬以降に「後期高齢者医療保険料額決定通知及び納入通知書」をお
送りしますので、期限内に納付をお願いします。
　口座振替を希望される方は、納入通知書と一緒にお送りします「口座振替依頼書」に記入・押印のう
え、市役所福祉課まで提出してください。

　平成２０年度は、被用者保険の被扶養者への保険料の特例措置により、保険料を納める
時期や額が異なってきます。確認しておきましょう。

これまでの医療保険の加入のしかたで
　　　　　　　保険料の納め方が異なります

長寿医療（後期高齢者医療）被保険者の皆さんへ

○平成２０年４月分からの保険料を納める方で

　平成20年４月から、原則として年金から保
険料が徴収されます。
　年金から徴収されない方は、納付書や口座
振替等により、市に個別に納めますが、原則
として４月からの徴収は行われず、前年の所
得が確定する７月からの徴収となります。

　前年の所得が確定する７月からの保険料徴
収となり、納付書や口座振替等により、市に
個別に納めます。
　平成20年10月からは、原則として年金から
の保険料徴収が開始されます。

○平成２０年１０月分からの保険料を納める方で

職場の健康保険などの被扶養者だった方

問い合わせ先　市役所福祉課国保医療係　☎（22）２１１１　内線２９６

   

補
正
予
算
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踊
り
会
場
・
交
通
規
制

　

第
四
回
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま

つ
り
を
、
七
月
二
十
六
日
㈯
に
市

街
地
で
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

踊
り
会
場　

松
川
交
差
点
南
側
か

　

負
担
限
度
額
認
定

　

更
新
の
時
期
で
す

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

方
に
つ
い
て
は
、
所
得
等
に
応
じ

て
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
お
け

る
食
費
・
居
住
費
の
自
己
負
担
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
通
所
系
サ
ー

ビ
ス
は
除
く
）
が
、
こ
の
軽
減
を

受
け
る
に
は
、
市
へ
申
請
を
し
て

い
た
だ
き
負
担
限
度
額
の
認
定
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

負
担
限
度
額
認
定
の
対
象
と
な

る
期
間
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
確

定
後
の
七
月
か
ら
翌
年
六
月
末
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
七

月
末
日
（
期
日
厳
守
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
度

途
中
で
も
申
請
は
可
能
で
す
。

　

負
担
軽
減
の
対
象
者
は
、
次
表

利
用
者
負
担
段
階
の
第
一
段
階
か

ら
第
三
段
階
に
該
当
す
る
方
で
す
。

※
第
四
段
階
で「
特
例
減
額
措
置
」

　

を
受
け
ら
れ
る
方

　

第
四
段
階
の
方
は
負
担
軽
減
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

高
齢
夫
婦
世
帯
な
ど
で
一
方
が
施

設
に
入
所
し
、
居
住
費
・
食
費
を

負
担
す
る
こ
と
で
生
計
が
困
難
に

な
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、

申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
方
は
第

三
段
階
と
同
様
の
「
特
例
減
額
措

置
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
こ
の
特
例
減
額
措
置
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

住
宅
改
修
を
す
る
と
き
は

　

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

　

居
住
す
る
住
宅
の
生
活
環
境
を

整
え
る
た
め
に
、
住
宅
改
修
（
手

す
り
の
取
付
け
・
段
差
の
解
消
な

ど
）
を
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
が
行
っ
た
場
合
、

費
用
の
九
割
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

利
用
限
度
額　

生
涯
に
二
十
万
円

要
支
援
・
要
介
護
と
も
、
居
住
す

る
住
宅
に
対
し
、
受
給
者
一
人
あ

た
り

※
原
則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用
の

九
割
が
住
宅
改
修
費
と
し
て
支

給
さ
れ
、
一
割
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
最
大
十
八
万

円
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
利
用
限
度
額
（
二
十
万
円
）
を

超
え
た
額
に
つ
い
て
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
使
い
切
っ
た
場
合
、
そ
れ
以
降

の
改
修
に
つ
い
て
支
給
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
転
居
し
た
場
合
や
要
介
護
度
状

態
区
分
が
最
初
の
改
修
の
時
よ

り
三
段
階
以
上
上
が
っ
た
場
合

は
、
再
度
、
最
大
十
八
万
円
ま

で
住
宅
改
修
費
の
支
給
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

工
事
を
行
う
前
に
市
へ
事
前
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
工

事
着
工
の
二
週
間
前
ま
で
に
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
工
事
完
了
後
も
、
市
へ

必
要
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
利
用
を
お

考
え
の
方
は
、
ま
ず
担
当
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
）

ら
中
町
交
差
点
北
側
ま
で
の
直
線

コ
ー
ス
と
相
生
町
お
よ
び
幸
町

踊
り
開
始
時
間　

午
後
六
時
か
ら

※
踊
り
終
了
後
に
花
火
を
打
ち
上

げ
ま
す
。（
打
ち
上
げ
場
所
：

中
野
実
業
高
等
学
校
第
二
グ
ラ

ウ
ン
ド
）

交
通
規
制
時
間　

午
後
四
時
～
九

第
４
回
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り

７
月
26
日
㈯

時
四
十
分

交
通
規
制
箇
所　

左
図
の
と
お
り

そ
の
他　

・
ま
つ
り
会
場
周
辺
は
、
一
般
車

輌
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
車
で
の
ご
来

場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
陣
屋
前
広
場
駐
車
場
は
、
団
体

バ
ス
の
発
着
所
と
な
り

ま
す
の
で
、
一
般
車
輌
の

駐
車
は
、ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　　

ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に

つ
い
て
、
ご
来
場
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ
先　

中
野   

 

シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り 

 

推
進
会
事
務
局

 

（
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

 

☎
�
２
１
１
１

 

（
内
線
２
５
９
）

　第４回中野ションションまつりのポスターとパンフレットの採用
作品が決定しました。今年は、市内７小学校から合計593点の応募
があり、６月６日、中野勤労者福祉センターにおいて入選作品の選
考が行われました。なお、入選作品は７月30日㈬まで市役所本庁お
よび豊田支所に掲示しています。

区　分 氏　名 小学校名 学年・組
ポスター 丸山 貴之さん 中野 ５年５組
パンフレット 嶋津　凌さん 延徳 ２年東組
佳　作 横田 千拡さん 中野 ６年４組
佳　作 平出　茜さん 中野 ５年３組
佳　作 高橋 杏奈さん 中野 ５年５組
佳　作 中村 優香さん 日野 ３年
佳　作 飯田 夏希さん 延徳 ５年
佳　作 齋藤 樺那さん 長丘 ３年
佳　作 市川 加純さん 平岡 ６年西組
佳　作 市川貴実子さん 科野 ６年
佳　作 大原 有理さん 倭 ４年

ポスター・
パンフレット
入選作品決定！

▲ポスター採用作品 ▲パンフレット採用作品

中
野
市
国
民
健
康
保
険
税
率
と

　
　
　
　

課
税
限
度
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
お

け
る
医
療
費
の
動
向
や
医
療
制
度

改
正
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
、
予

測
さ
れ
る
大
幅
な
赤
字
を
今
後
解

消
し
て
い
く
た
め
、
平
成
二
十
年

度
に
つ
い
て
、
左
図
の
と
お
り
税

 平成20年4月1日から適用
される国保税率、課税限度額

医　　　療　　　分 介護保険分（40～64歳
の第２号被保険者）医療分 支援分

区　　分　（年税額）　 19年度 20年度 19年度 20年度

① 所得割 被保険者の前年の
所得額に応じて 8.6% 5.7% 1.5% 2.1% 1.5%

② 資産割 被保険者の固定資
産税に応じて 22.0% 16.0% 6.0% 4.0% 4.0%

(据置)　

③ 均等割 世帯の加入者一人
あたりの額 20,500円 23,500円 6,500円 7,000円 8,000円

④ 平等割 一世帯あたりの額 22,000円 21,300円 5,900円 4,800円 5,300円

課税限度額 上記①～④の合計年間上限額 560,000円 470,000円 120,000円 90,000円 90,000円 
(据置)　

率
を
改
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
長

寿
医
療
制
度
創
設
に
伴
っ
て
国
民

健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

支援分…長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の創設に伴い、医療保険分の一部（これ
　　　　まで老人保健拠出金に充てていた分）を「後期高齢者支援金」として区分する
　　　　ことで、後期高齢者の医療費についての国保の負担分を明確にします。

平成２０年度　国民健康保険税率及び課税限度額

７５歳以上の方が長寿医療制度、７５歳未満の方が国民健康保険に加入することになる場合

①所得の低い方の国保保険税の軽減について
　保険税の軽減を受けている世帯は、世帯構
成や収入が変わらなければ、５年間今までと
同じ軽減を受けることができます。

②世帯割で賦課される国保保険税の軽減について
　国民健康保険の被保険者が一人となる場合
には、５年間、世帯割で賦課される保険税が
半額になります。

→
国民健康保険
被保険者

長寿医療制度
被保険者

国民健康保険
被保険者

例

夫（76歳） 妻（72歳） 夫（76歳） 妻（72歳）

第1段階 ・本人および世帯全員が住民税非課税で、
老齢福祉年金受給者・生活保護受給者

第2段階
・本人および世帯全員が住民税非課税で、

合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円以下の人

第3段階
・本人および世帯全員が住民税非課税で、

合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円を超える人

第4段階
・本人が住民税を課税されている人・本人

は住民税非課税で、世帯内に住民税課税
者がいる人

利用者負担段階

介
護
保
険
の

お
知
ら
せ

歩行者用道路　午後4時から午後9時40分
自主規制地域　午後4時から午後9時40分
駐車場
臨時団体バス発着所（陣屋前広場）
規制区域迂回路等案内設置箇所
進入禁止標識等 中野地域職業訓練

センター駐車場
中野小学校
職員･来賓駐車場

松川

六
軒
町

諏訪町卍
諏訪町

卍

卍

卍

卍

長野
銀行

幸町

緑
町

中野警察署

市営第 1駐車場
中央通り

けんしん
小館

県中野庁舎
三好町通り

ＪＡ
中野市 市民

会館

市役所 中野実高
グラウンド

南宮中学校

郵
便
局

Ｎ
Ｔ
Ｔ

信
金

八
十
二
銀
行

会
議
所西

町
本
通
り

西
公
園

駅
前
通
り

北
信
総
合
病
院寿

町

新宿通り

飯山口通り若
松
町

辰
巳
町

若
松
町

信州中野駅

中野松
川

勤労者福祉センター
北側駐車場
勤労者福祉センター
北側駐車場

中央公民館
勤労青少年ホーム
中央公民館
勤労青少年ホーム

中
野
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

中
野
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

臨時団体バス
発着所
臨時団体バス
発着所

緑
町
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七
月
は
、
「
青
少
年
の
非
行
問

題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」

「
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排

除
県
民
運
動
強
化
月
間
」
で
す
。

　

こ
の
月
間
を
機
会
に
、
改
め

て
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全

育
成
、
ま
た
、
青
少
年
を
取
り

巻
く
有
害
な
社
会
環
境
に
つ
い

て
、
大
人
の
視
点
か
ら
見
つ
め

直
し
、
青
少
年
に
と
っ
て
安

全
・
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

〝
青
少
年
は
地
域
社
会
か
ら

は
ぐ
く
む
〟
と
い
う
視
点
か

ら
、
地
域
の
大
人
が
青
少
年
に

対
し
て
温
か
な
ま
な
ざ
し
を
向

け
、
大
人
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ

つ
や
声
を
か
け
る
こ
と
に
よ

り
、
青
少
年
と
の
関
わ
り
を
深

め
、
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長

を
支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
な
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
、

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
暴
力
的
な
サ

イ
ト
や
個
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
サ

イ
ト
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
を
守
る

た
め
の
有
効
な
対
策
が
、
「
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
（
有
害
サ
イ
ト
ア
ク

セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス
）
」
で
す
。

　

携
帯
電
話
で
は
、
保
護
者
の
申

込
み
に
よ
り
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、
パ
ソ
コ

ン
で
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ

ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
方
法
や
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
加

入
す
る
方
法
な
ど
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

青
少
年
に
と
っ
て
有
害
な
自
動

販
売
機
（
露
骨
な
性
描
写
の
雑

誌
・
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
誌
、
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
、
大
人
の
お
も
ち
ゃ

等
を
販
売
す
る
自
動
販
売
機
）
を

〝
設
置
さ
せ
な
い
・
利
用
し
な

い
・
放
置
し
な
い
〟
の
「
有
害
自

販
機
３
な
い
運
動
」
の
実
践
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）

　

市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
、
子
育
て
中

の
家
族
（
世
帯
）
の
皆
さ
ん
を
社

会
全
体
で
応
援
し
て
い
く
「
中
野

市
子
育
て
家
族
応
援
事
業
」
を
、

今
年
十
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　

今
回
は
、
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
事
前
準
備
と
し
て
協
賛

店
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
十
八

歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
事
業
に

協
賛
い
た
だ
い
た
お
店
で
買
物
等

を
す
る
際
に
、｢

な
か
の
子
育
て

家
族
応
援
カ
ー
ド｣

を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
割
引
な
ど
各
お
店

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

①
市
に
協
賛
申
し
込
み
を
す
る

と
、
「
子
育
て
応
援
の
店
」
の

協
賛
店
と
し
て
登
録
さ
れ
、
そ

の
証
と
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
が
配

布
さ
れ
ま
す
。

②
対
象
と
な
る
家
族
の
皆
さ
ん

（
お
客
さ
ん
）
に
対
し
て
、
市

へ
登
録
し
た
内
容
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
お
店
の
取
り
組
み
内
容
が
、
市

の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ

Ｒ
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
①
・
②
の
条
件
を
満
た
す

お
店
等
の
方
が
応
募
で
き
ま
す
。

①
応
募
日
か
ら
、
一
年
以
上
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
小
売
業
・
飲
食

業
・
理
容
、
美
容
・
そ
の
他
の

サ
ー
ビ
ス
業
で
、
事
業
の
趣
旨

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
中
小
小

売
店
等
で
あ
る
こ
と
。

②
法
令
等
に
よ
り
立
ち
入
り
が
規

制
さ
れ
て
い
る
施
設
な
ど
、
児

童
の
健
全
育
成
上
問
題
が
あ
る

　

市
で
は
、
保
育
所
運
営
審
議
会

の
答
申
を
受
け
て
、
保
育
料
月
額

等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

○
七
月
か
ら
の
保
育
料
月
額
を
実

　

質
的
に
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま

　

し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
の
考
え
方
を
基
本

に
、
市
の
財
政
状
況
や
保
護
者
負

担
の
軽
減
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定

し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
所
得
税
定
率
減
税
の
廃

止
と
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
税

源
委
譲
に
よ
り
所
得
税
と
住
民
税

の
税
率
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、

前
の
年
と
同
じ
年
収
で
あ
れ
ば
同

じ
保
育
料
と
な
る
よ
う
保
育
料
表

の
階
層
区
分
の
所
得
税
額
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

○
保
育
料
の
多
子
軽
減
対
象
児
童

　

の
範
囲
の
拡
大
（
七
月
か
ら
）

　

現
在
、
同
一
世
帯
か
ら
二
人
以

上
が
保
育
所
、
幼
稚
園
又
は
認
定

こ
ど
も
園
に
入
所
し
て
い
る
場
合

に
年
齢
の
低
い
児
童
の
保
育
料
を

軽
減
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
特

別
支
援
学
校
幼
稚
部
、
知
的
障
害

児
通
園
施
設
、
難
聴
幼
児
通
園
施

「
中
野
市
子
育
て
家
族
応
援
事
業
」

　
　
　
　
　
協
賛
店
を
募
集
し
ま
す

設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
通
園
部
、

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
通
所

部
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
就
学
前
児
童
も
算
定
人

数
に
含
め
、
範
囲
の
拡
大
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
実
施
保
育

　

所
の
拡
大
（
十
月
か
ら
）

　

一
時
的
保
育
事
業
の
う
ち
、
現

在
、
平
岡
保
育
園
の
み
で
実
施
し

て
い
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
に
つ

い
て
、
新
た
に
松
川
保
育
園
、
た

か
や
し
ろ
保
育
園
お
よ
び
永
田
保

育
園
で
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

※
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
と
は
、
保

護
者
の
育
児
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
週
一
回
月
四
回
を
限

　

度
と
し
て
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

市
で
は
、
国
が
定
め
た
保
育
料

の
徴
収
基
準
額
よ
り
も
保
育
料
を

減
額
し
て
お
り
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
負
担
軽
減
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
育
課
保
育
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
登
録

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

☆
毎
週
○
曜
日
は
○
㌫
引
き

　

☆
お
子
様
に
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

　
　

サ
ー
ビ
ス

　

☆
○
○
○
円
以
上
お
買
い
上
げ

　
　

の
場
合
、
○
㌫
割
引

　

☆
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
○
倍
な
ど

　

協
賛
い
た
だ
け
る
お
店
等
の
方

は
、
市
役
所
子
育
て
課
ま
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
協
賛
申
込
書

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
に
つ
い
て
は

年
間
を
通
し
て
随
時
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

地
域
で
〝
は
ぐ
く
む
〟
大
人
が
〝
見
守
る
〟

十
月
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
の
実
施
保
育
所
を
拡
大
！

◆
事
業
の
し
く
み
は
？

◆
協
賛
店
の
皆
さ
ん
は
？

◆
応
募
資
格
は
？

◆
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
例

◆
申
し
込
み
方
法
等
は
？

地
域
み
ん
な
で
応
援
し
ま
す

七
月
か
ら
の
保
育
料
を

　
　
　
　
　
据
え
置
き
ま
す

七
月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

『
愛
の
声
か
け
運
動
』
を

▲昨年の青少年一斉啓発活動の様子

七
月
は

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
法
務
省
が
主
唱
し
て
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
、
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
本
年
で
、
五
十
八
回
目

に
な
り
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
は
、
地
域
の
中
で

起
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と

が
出
来
る
の
も
地
域
社
会
で
す
。

　

誰
も
が
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
望
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
、
地
域
の
人
た
ち
み
ん
な

が
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
心

を
持
ち
、
ま
た
不
幸
に
し
て
非
行

を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
の
た
め
に
暖
か
な
理
解
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

期
間
中
は
、
更
生
保
護
女
性
会

な
ど
関
係
団
体
の
協
力
で
市
内
各

地
で
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
各
区
を

通
じ
て
一
戸
当
た
り
三
十
円
の
資

金
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
内
中
学

校
・
高
等
学
校
な
ど
で
啓
発
物
の

配
布
、
ま
た
更
生
保
護
施
設
へ
の

慰
問
、
研
修
な
ど
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
こ
の
運
動
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

（
中
野
市
保
護
司
会
事
務
局
）　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
５
）

有
害
な
情
報
か
ら

　
　
　
　

子
ど
も
を
守
る

有
害
自
動
販
売
機

　
　
　
　
　

３
な
い
運
動

▲更正保護ネット
　ワークのロゴ
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平
成
20
年
度
税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し

（
２
）
上
場
株
式
等
の
譲
渡
益
等

に
係
る
軽
減
税
率
の
廃
止

　

上
場
株
式
等
の
配
当
お
よ
び
譲

渡
益
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
は
税
率
を

十
㌫
（
う
ち
住
民
税
を
三
㌫
）
と

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
一
年

以
降
の
税
率
は
原
則
二
十
㌫
（
う

ち
住
民
税
五
㌫
）
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
五
百
万
円
以
下
の

項　目 現　行 改正後

対　象
寄附金

・県共同募金会
・住所地の日本
　赤十字社支部

現行の対象寄附金に、
所得税の寄附金控除の
対象となる寄附金から
市が定めたものを追加

控除方式 所得控除方式 税額控除方式
控除対象
限 度 額 総所得金額等の25％ 総所得金額等の 30％

適用下限額 10 万円 ５千円

控除率 寄附金×税率（10％） 市・県民税合わせて
10％

▼（表１①）地方公共団体以外への寄附金税制の改正

項　目 現　行 改正後
対　象
寄附金

都道府県又は
市区町村

都道府県又は
市区町村

控除方式 所得控除方式 税額控除方式

控除対象
限 度 額

総所得金額等の25％
（他の寄附金の

合計額）

総所得金額等の30％
（他の寄附金との

合計額）
適用下限額 10 万円 ５千円

控除率 寄附金×税率（10％）
適用下限額を超える
部分について一定の
限度まで控除

▼（表１②）地方公共団体への寄附金税制の改正

　

平
成
二
十
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
う
、
主
な
改
正
内
容
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

個
人
住
民
税

（
１
）
寄
附
金
税
制
の
改
正

譲
渡
益
、
百
万
円
以
下
の
配
当

に
つ
い
て
、
所
得
税
は
平
成

二
十
一
・
二
十
二
年
分
、
住
民
税

は
平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
に

限
り
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
一
年
分
か
ら
、

上
場
株
式
等
の
譲
渡
損
失
と
配
当

の
損
益
通
算
の
仕
組
み
も
創
設
し

ま
す
。

（
３
）
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
制

度
の
創
設

　

納
税
の
便
宜
や
効
率
化
を
図
る

た
め
、
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
給

固
定
資
産
税

し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
平
成
二
十
一
年
十
月
支

給
分
の
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
す
る
制
度

を
導
入
し
ま
す
。

　

公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、

公
益
社
団
法
人
お
よ
び
公
益
財
団

法
人
、
な
ら
び
に
一
般
社
団
法
人

お
よ
び
一
般
財
団
法
人
に
つ
い
て
、

法
人
市
民
税
均
等
割
最
低
税
率
を

適
用
し
ま
す
。

（
１
）
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
住 

宅
に
つ
い
て
減
額
措
置
を
創
設

　

住
宅
の
省
エ
ネ
化
を
促
進
す
る

た
め
、
既
存
住
宅
に
お
い
て
一
定

の
省
エ
ネ
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

百
二
十
平
方
㍍
分
ま
で
に
限
り
、

翌
年
分
の
固
定
資
産
税
か
ら
三
分

の
一
を
減
額
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
工
事

　

①
窓
の
改
修
工
事
、
②
「
①
」

と
併
せ
て
行
う
床
の
断
熱
工
事
、

天
井
の
断
熱
工
事
若
し
く
は
壁
の

断
熱
工
事
で
、
省
エ
ネ
基
準
に
新

た
に
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
改

修
費
用
が
三
十
万
円
以
上
の
も
の
。

（
２
）
新
築
住
宅
に
係
る
減
額
措

置
の
適
用
期
限
の
延
長

　

新
築
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
、
最
初
の
三
年
度
分

（
中
高
層
耐
火
住
宅
は
五
年
度

分
）
「
税
額
か
ら
二
分
の
一
を
減

額
す
る
措
置
」
の
適
用
期
限
を
二

年
延
長
し
ま
す
。
（
平
成
二
十
二

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

（
３
）
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴

う
措
置

　

公
益
社
団
・
財
団
法
人
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
民
法
第
三
十
四
条

法
人
と
同
様
の
非
課
税
措
置
を
講

じ
ま
す
。

　

◆
所
得
が
変
動
し
た
方
は

　
　
　
　
　

申
告
が
必
要
で
す
！

　
　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
多
く
の

納
税
義
務
者
は
所
得
税
が
減
少

し
、
そ
の
減
少
相
当
分
の
個
人

住
民
税
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

し
か
し
、
例
え
ば
退
職
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
平
成
十
八
年

の
所
得
は
あ
っ
た
が
、
平
成

十
九
年
の
所
得
が
な
く
な
っ
た

方
な
ど
は
、
平
成
十
九
年
分
の

所
得
税
が
発
生
し
な
い
た
め
、

平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
個
人

住
民
税
の
増
額
の
み
生
じ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
　

こ
の
場
合
、
次
の
二
つ
の
要

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
申
告

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成

十
九
年
度
分
の
個
人
住
民
税
額

を
減
額
（
還
付
）
す
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

①
「
平
成
十
九
年
度
住
民
税
の
課

税
所
得
金
額
」
が
「
住
民
税
と

所
得
税
の
人
的
控
除
の
差
の
合

計
額
」
よ
り
も
大
き
い
場
合
。

②
「
平
成
二
十
年
度
住
民
税
の
課

税
所
得
金
額
」
が
「
住
民
税
と

所
得
税
の
人
的
控
除
の
差
の
合

計
額
」
以
下
の
場
合
。

　

な
お
、
減
額
（
還
付
）
す
る
額

は
、
税
源
移
譲
後
の
税
率
で
計

算
し
た
所
得
割
の
額
か
ら
、
税

源
移
譲
前
の
税
率
で
計
算
し
た

所
得
割
の
額
を
差
し
引
い
て
得

た
額
と
し
ま
す
。

申
告
期
限　

七
月
三
十
一
日
㈭

申
告
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

（
☎
�
２
１
１
１
内
線
２
２
５
）

法
人
市
民
税

平成19年中の所
得に対して課税

税源移譲により
増額となった住
民税額（減額と
なった所得税額）

　▼所得変動のモデルケース（夫婦給与収入 500 万円の場合 )

※一定の社会保険料が控除され
　るものとして計算しています

（平成18年度） 住民税
130,000円

所得税
220,000円

　所得変動が
　　　ない場合

住民税
130,000円

住民税
97,500円

所得税
122,500円

　

（平成19年度）

　所得変動が
　　あった場合

住民税 
130,000円

住民税 
97,500円

所得税 
非課税

増額（97,500 円）となった
住民税相当額が還付されます。

平成18年中の所
得に対して課税

特定健診・いきいき健診を実施しています
　　　　　　　　　　　　○特定健診　　　・・・40～74歳の中野市国民健康保険加入者の方
　　　　　　　　　　　　○いきいき健診　・・・19～39歳の方、及び75歳以上の方
　　※40～74歳の被用者保険被扶養者の方については、保険証と各医療保険者から発行される受診券を
　　　お持ちいただくと、市の集団健診を受診することができます。 
　  　（保険証と受診券をお持ちでない場合は、受診できませんのでご注意ください）

　

　　⑴各会場で健診を実施できる人数に限りがありますので、原則としてお住まいの行政区（住所地）
　　　の属する地区内で実施される会場での受診に限定させていただきます。
　　⑵夜間健診および全地区を対象とした中野保健センター・豊田保健センターでの健診は、行政区に
　　　関係なく受診いただけますが、１回あたり50人の完全事前予約制とさせていただきますので、受
　　　診を希望される日の10日前までに、健康長寿課健康管理係までご連絡ください。
　　⑶尿器や問診票は事前に健診実施機関から配布されませんので、健診会場にて採尿し、問診票をご
　　　記入いただくこととなります。

　　問い合わせ先　市役所健康長寿課健康管理係　☎（22）２１１１内線２４２または３６８

　健診対象者

　被用者保険被扶養者（40歳～74歳）の皆さんへ

平成20年度　特定健診・いきいき健診日程表　　（7月4日～8月28日）
地
区 実施会場　 実施月日 受付時間 地

区 実施会場　 実施月日 受付時間

倭

牧ノ入公会堂（牧ノ入区、中小屋区） 7月4日(金) 午前９時～９時45分 延
　
　
徳

篠井生活改善研修センター 8月5日(火) 午前９時～９時45分
田上生活改善研修センター 午後１時～１時45分 新保構造改善センター（1～8組） 午後１時～１時45分
柳沢区民会館（4～7組） 7月7日(月) 午前９時～９時45分 新保構造改善センター（9～14組） 8月6日(水) 午前９時～９時45分
柳沢区民会館（1～3組） 午後１時～１時45分 新保構造改善センター（15～24組） 午後１時～１時45分
岩井区民会館 7月8日(火) 午前９時～９時45分

豊
　
　
田

硲生活改善センター

8月7日(木)

午前９時～９時15分
岩井東生活改善研修センター 午後１時～１時45分 奥手山公会堂 午前10時25分～10時40分

科
　
　
野

赤岩公民館（上町、下町、道下、沢下） 7月9日(水) 午前９時～９時45分 涌井集会所 午後１時～１時15分
赤岩公民館（新道、沢上、道上、中町） 午後１時～１時45分 赤坂生活改善センター（赤坂、三俣、

豊田深沢） 午後２時30分～２時45分深沢コミュニティセンター 7月10日(木) 午前９時～９時45分
越構造改善センター 午後１時～１時45分 上今井公民館（南部、東部、旭、上

町、上道、中村、宮横）
8月8日(金)

午前９時～９時45分

平
　
　
岡

竹原研修センター（新田、荒川） 7月11日(金) 午前９時～９時45分
竹原研修センター（上手、下手） 午後１時～１時45分 上今井公民館（本町、宮裏、西部、北

部、城下、荒山、道光寺） 午後１時～１時45分西笠原活性化センター 7月14日(月) 午前９時～９時45分
東笠原公民館 午後１時～１時45分 毛の川集会所

8月11日(月)
午前９時～９時45分

北間長瀬構造改善センター 7月15日(火) 午前９時～９時45分 牡丹沢、韮山公民館（牡丹沢、韮山、
上の山、上の山中央、緑ヶ丘） 午後１時～１時45分南間長瀬公民館 午後１時～１時45分

若宮公民館（7～12組） 7月16日(水) 午前９時～９時45分 永田窓口サービスステーション（鳥居
田、舞台、山口）

8月12日(火)
午前９時～９時45分若宮公民館（1～6組） 午後１時～１時45分

金井農事集会所（1～9組） 7月17日(木) 午前９時～９時45分 永田窓口サービスステーション（向
倉、北久保、親川、梨久保） 午後１時～１時45分金井農事集会所（10～29組） 午後１時～１時45分

新井公民館 7月18日(金) 午前９時～９時45分 南永江地域交流センター（南永江３、４）8月18日(月) 午前９時～９時45分
長元坊区集会所 午後１時～１時45分 南永江地域交流センター（南永江１、２） 午後１時～１時45分

長
　
　
丘

壁田農業研修センター 7月22日(火) 午前９時～９時45分 穴田公民館
8月19日(火)

午前９時～９時45分
長丘南部研修センター（田麦区） 午後１時～１時45分 豊田保健センター（米山、北大洞、南

大洞、上仲町、下宿） 午後１時～１時45分古牧生活改善研修センター 7月23日(水) 午前９時～９時45分
厚貝公民館 午後１時～１時45分 豊田保健センター（上宿１、美沢、伊

予岡、飯綱平）
8月20日(水)

午前９時～９時45分

高
　
　
丘

立ヶ花公会堂 7月24日(木) 午前９時～９時45分
栗林公民館 午後１時～１時45分 豊田保健センター（川久保、仲町、笠

倉、宮浦、上宿２） 午後１時～１時45分日和集会所（南組、東組） 7月25日(金) 午前９時～９時45分
日和集会所（北組） 午後１時～１時45分

全
地
区

中野保健センター（被用者保険被扶養
者の方は、事前に予約が必要です）

8月22日(金) 午前９時～９時45分
草間公会堂（原西、原東、白鷺） 7月28日(月) 午前９時～９時45分 8月25日(月) 午前９時～９時45分
草間公会堂（中組、西組、下組、高屋敷） 午後１時～１時45分 午後１時～１時45分
大俣公民館 7月29日(火) 午前９時～９時45分 8月28日(木) 午前９時～９時45分
牛出公会堂 午後１時～１時45分 午後１時～１時45分
安源寺公会堂（東組） 7月30日(水) 午前９時～９時45分

夜
間

中野保健センター（被用者保険被扶養
者の方は、事前に予約が必要です）

7月18日(金)

午後６時30分～７時30分
安源寺公会堂（風巻、新田、本田） 午後１時～１時45分 7月25日(金)

延
　
　
徳

小沼公民館（1～3、7組） 7月31日(木) 午前９時～９時45分 8月1日(金)
小沼公民館（4～6組） 午後１時～１時45分 8月8日(金)
北大熊公民館 8月1日(金) 午前９時～９時45分 8月22日(金)
大熊公民館 午後１時～１時45分 豊田保健センター（被用者保険被扶養

者の方は、事前に予約が必要です） 8月20日(水) 午後６時30分～７時30分桜沢区公民館（中ノ沢、会下沢） 8月4日(月) 午前９時～９時45分
桜沢区公民館（南沢、田端） 午後１時～１時45分
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お
い
し
く
・
安
全
・
安
心
な

　
　

保
育
所
給
食
を
目
指
し
て

　

公
立
保
育
所
十
一
園
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
給
食
調
理
室
で
、

調
理
担
当
の
職
員
が
、
日
々
手

作
り
の
あ
た
た
か
さ
が
伝
わ
る

食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

お
ひ
る
時
間
が
近
く
な
る
と
、

調
理
室
か
ら
お
い
し
そ
う
な
匂

い
が
し
て
き
て
、
園
児
た
ち
は

も
う
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
す
。

　

保
育
所
で
提
供
す
る
給
食
と

お
や
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、

園
児
が
一
日
に
必
要
と
す
る
量

の
四
十
～
五
十
㌫
に
当
た
り
ま
す
。

　

園
児
が
一
日
の
多
く
の
時
間

を
過
ご
す
保
育
所
で
は
、
適
切

な
食
事
の
と
り
方
や
、
望
ま
し

い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
食
事
の

準
備
を
は
じ
め
と
す
る
食
に
関

す
る
様
々
な
体
験
や
指
導
を
通

じ
、
食
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
食
育
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
材
に
つ
い
て
は
、

納
入
業
者
に
協
力
を
求
め
、
で

き
る
だ
け
地
元
産
や
国
産
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
対
応
し
た
除
去
食
の
提

供
を
し
て
お
り
、
お
い
し
く
安

全
で
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
給

食
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
を
保
つ
た
め
に

は
、
食
中
毒
予
防
も
重
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
三
原
則
と
し

て
、
食
品
に
①
菌
を
付
け
な
い

（
清
潔
・
洗
浄
）
、
②
菌
を
増

や
さ
な
い
（
迅
速
・
冷
却
）
、

③
菌
を
や
っ
つ
け
る
（
加
熱
・

殺
菌
）
が
あ
り
ま
す
。

　

保
育
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
原

則
に
基
づ
き
日
々
の
給
食
調
理

を
す
る
と
と
も
に
、
園
児
と
職

員
が
手
洗
い
・
う
が
い
等
を
徹

底
し
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
梅
雨

の
時
期
や
夏
場
は
手
洗
い
を
特

に
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
調
理
の
際
に
は
多
く

作
り
過
ぎ
な
い
よ
う
心
が
け
、

食
品
に
し
っ
か
り
火
を
通
す
こ

と
、
調
理
後
は
な
る
べ
く
早
く

食
べ
る
こ
と
、
や
む
を
得
ず
保

存
す
る
場
合
は
、
冷
蔵
保
存
し
、

食
べ
る
直
前
に
再
加
熱
す
る
こ

と
な
ど
を
心
が
け
、
食
中
毒
予

防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
育
課
保
育
係
☎
�

２
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
が
好
評
！

～
た
わ
わ
に
実
る
真
っ
赤
な

　
　
　

サ
ク
ラ
ン
ボ
に
歓
声
～

　

市
内
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
観
光
農

園
（
三
十
戸
余
）
で
は
、
五
月

下
旬
か
ら
七
月
上
旬
ま
で
サ
ク

ラ
ン
ボ
狩
り
が
楽
し
め
、
一
万

人
以
上
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
出
来
栄
え
は
、
天
候

に
恵
ま
れ
、
生
育
も
順
調
で
、

色
づ
き
良
く
、
甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ

ー
な
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
実
り
ま
し
た
。

　

来
園
者
は
、
観
光
ツ
ア
ー
客
を

は
じ
め
、
近
隣
市
町
村
や
北
陸
方

面
か
ら
の
家
族
連
れ
、
グ
ル
ー
プ

が
多
く
、
一
本
木
公
園
の
バ
ラ
見

学
の
後
、
立
ち
寄
る
方
が
多
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
は
、
手
軽
に
食
べ

ら
れ
る
果
物
で
、
品
種
も
多
く
、

食
べ
比
べ
が
出
来
、
好
み
の
サ
ク

ラ
ン
ボ
が
三
十
分
食
べ
放
題
で
味

わ
え
る
の
も
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
の

人
気
の
一
つ
。
毎
年
、
こ
の
時
期

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
く
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
農
園
の
中
に
は
、

お
客
さ
ん
に
市
内
の
観
光
施
設
や

飲
食
店
な
ど
に
も
立
ち
寄
っ
て

ほ
し
い
と
、
詳
し
く
紹
介
し
て

く
れ
る
園
主
さ
ん
も
い
て
、
広

く
中
野
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

果
物
狩
り
で
は
、
九
月
か
ら

十
月
二
十
日
頃
ま
で
、
巨
峰
を

中
心
と
す
る
ぶ
ど
う
狩
り
（
四

十
分
食
べ
放
題
）
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

中
野
市
特
産
の
「
き
の
こ
」
や

「
果
物
」
を
使
っ
た
家
庭
料
理
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
募
集
し
ま
す
。

　

中
野
え
び
す
講
産
業
展
会
場
に

お
い
て
発
表
会
も
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

募
集
部
門　

（
一
）
き
の
こ
部
門

（
二
）
果
実
ス
イ
ー
ツ
部
門

募
集
期
限　

九
月
五
日
㈮

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
可

※
た
だ
し
、
個
人
の
応
募
に
限
る
。

応
募
条
件

・
食
材
は
中
野
市
特
産
の
「
き
の

　

こ
」
や
「
果
物
」
を
使
用
し
た

　

も
の

・
入
賞
し
た
場
合
、
審
査
会
（
十

月
四
日
予
定
）
に
料
理
の
提
供

が
で
き
る
こ
と
（
会
場
ま
で
の

交
通
費
、
宿
泊
費
は
支
給
し
ま

せ
ん
）

・
他
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
入

賞
し
た
作
品
を
除
く
。

・
応
募
料
理
は
、
誰
で
も
作
れ
る

家
庭
料
理
と
す
る
。

・
応
募
料
理
は
、
マ
ス
コ
ミ
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
紹
介
す
る
場
合

　

売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、
中

野
市
産
農
産
物
や
市
内
で
製
造
さ

れ
た
食
品
な
ど
を
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

期
間
を
定
め
商
品
と
引
き
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
定
額
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
「
信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー

ド
」
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
カ
ー

ド
に
掲
載
す
る
商
品
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
販
売
を
希
望
さ
れ
る
方

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

取
扱
商
品　

市
内
で
生
産
さ
れ
た

農
産
物
、
食
品
、
特
産
物
を
は
じ

め
、
市
内
で
楽
し
め
る
温
泉
入
浴

券
や
お
食
事
券
、
果
物
狩
り
、
農

業
体
験
等
の
チ
ケ
ッ
ト
を
、
カ
ー

ド
有
効
期
間
内
に
㈶
中
野
市
振
興

公
社
へ
納
品
で
き
、
贈
答
品
と
し

て
宅
配
可
能
な
も
の
。

カ
ー
ド
有
効
期
間　

九
月
一
日
～

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日

掲
載
料　

無
料

手
数
料　

取
引
商
品
一
個
当
た
り

百
七
十
円

提
出
書
類　

商
品
企
画
書
、
商
品

写
真
（
写
真
は
一
商
品
に
つ
き
一

枚
必
要
と
な
り
ま
す
。
）

応
募
締
切　

七
月
十
八
日
㈮

販
売
取
扱
者　

㈶
中
野
市
振
興
公
社

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
売
れ
る

農
業
推
進
室
（
☎
�
２
１
１
１
内

線
３
８
１
）

　

市
で
は
、
平
成
二
十
年
一
月
か

ら
新
た
に
「
中
野
市
医
師
研
究
資

金
貸
付
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

中
野
市
内
の
臨
床
研
修
病
院
の

指
定
を
受
け
た
病
院
（
長
野
県
厚

生
連
北
信
総
合
病
院
）
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
県
外
在
住
の
医
師
に

対
し
て
、
研
究
資
金
を
貸
付
け
す

る
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
年
度
当
初
（
四
月
）

募
集
し
ま
し
た
整
形
外
科
医
に
加

え
、
消
化
器
内
科
医
・
呼
吸
器
内

科
医
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者

　

県
外
か
ら
転
入
し
、
市
内
の
臨

床
研
修
病
院
の
指
定
を
受
け
た
病

院
（
長
野
県
厚
生
連
北
信
総
合
病

院
）
に
お
い
て
、
市
長
が
必
要
と

認
め
る
診
療
科
の
医
師
と
し
て
新

た
に
従
事
す
る
者
と
す
る
。

　

今
年
度
は
、
消
化
器
内
科
・
呼

吸
器
内
科
・
整
形
外
科
医
師
を
対

象
と
し
ま
す
。

○
貸
付
金
額

三
年
間
従
事
し
よ
う
と
す
る
者

（
三
年
資
金
）　
　

六
百
万
円

二
年
間
従
事
し
よ
う
と
す
る
者

（
二
年
資
金
）　
　

四
百
万
円

○
貸
付
期
間	

　

貸
付
決
定
の
日
か
ら
、
次
の
期

間
を
経
過
し
た
日
ま
で
と
し
ま
す
。

三
年
間
従
事
し
よ
う
と
す
る
者　

（
三
年
資
金
）
三
年
間

二
年
間
従
事
し
よ
う
と
す
る
者

（
二
年
資
金
）
二
年
間

○
返
還
の
免
除

　

貸
付
期
間
と
同
一
の
期
間
を
市

内
の
臨
床
研
修
病
院
の
指
定
を
受

け
た
病
院
（
長
野
県
厚
生
連
北
信

総
合
病
院
）
で
勤
務
し
た
場
合
、

全
額
免
除
し
ま
す
。

○
連
帯
保
証
人

　

連
帯
保
証
人
が
二
名
必
要
で
す
。

○
申
込
方
法

　

次
の
書
類
を
下
記
申
込
先
ま
で
、

郵
送
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

(

一)

申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

(

二)

従
事
す
る
臨
床
研
修
病
院
の

　
　

推
薦
書
（
様
式
第
二
号
）　

(

三)

医
師
免
許
証
の
写
し

(

四)

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
か

　
　

ま
い
ま
せ
ん
）

(

五)

申
請
者
の
印
鑑
証
明
書

(

六)

連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

　
　

及
び
身
分
証
明
書

　

様
式
に
つ
い
て
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
郵
送
い
た
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
三
八
三
‐
〇
〇
二
一
中
野
市
西

一
丁
目
１
番
７
号
（
中
野
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）
中
野
市
健
康
長
寿
課

健
康
管
理
係
（
☎
�
２
１
１
１
内

線
２
４
１
ま
た
は
内
線
３
６
８
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
２
９
５

※
長
野
県
厚
生
連
北
信
総
合
病
院

（
☎
�
２
１
５
１
）
に
も
、
同
様

の
医
師
研
究
資
金
貸
付
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　「
医
師
研
究
資
金
貸
付
制
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
20
年
度

が
あ
り
ま
す
。

・
募
集
料
理
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
含

め
た
ア
イ
デ
ィ
ア
権
及
び
著
作

権
は
、
主
催
団
体
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
、
応
募
書
類
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
ま
た
は
イ
ラ
ス
ト
を
添

付
（
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

賞
品

最
優
秀
賞
各
一
点
：
旅
行
券
五
万

円
分

優
秀
賞
各
一
点
：
中
野
市
季
節
の

農
産
物
詰
合
せ
（
年
四
回
）

特
別
賞
各
一
点
：
中
野
市
特
選
ギ

フ
ト

入
選
作
：
農
産
物
セ
ッ
ト       

主
催　

中
野
市
き
の
こ
・
果
実
消

費
拡
大
実
行
委
員
会

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
三
八
三
‐
八
六
一
四

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

Ｅ
メ
ー
ル

ureno@
city.nakano.nagano.jp

※
応
募
用
紙
は
豊
田
支
所
地
域
振

　

興
課
に
も
あ
り
ま
す
。

我
が
家
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　   

レ
シ
ピ
募
集
！

平
成
20
年
度

｢

信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド｣

　
　
　
掲
載
商
品
を
募
集
し
ま
す

▲現在発行中の
　カード



市の鳥制定記念チョウゲンボウ探鳥会

▼目を凝らしてチョウゲンボウを観察していました

　国が定めた男女共同参画週間中の６月２６日、市民会館
会議室において、市長を囲んでふれあいトーキングが行
われました。当日は大勢の女性の皆さんが集まり、「こ
ころ豊かな希望あふれる中野市に～女性の活力を地域に
～」をテーマに、市長から話があり、続く意見交換では、
普段から考えていること、思っていることを直接市長に
話そうと、参加された皆さんから、多くの活発な意見が
出されました。

市長を囲んでふれあいトーキング

▲お互いに活発な意見を出し合いました

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します
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夏到来！中野市民プールオープン！

▲全身で水の感触を楽しんでいました
　６月２２日、中野市民プールがオープンし、午前１０時の
開場と同時に、入り口に並んでいた約100人の皆さんが
一斉に入場しました。この日の入場者数は348人。途中、
わずかに雨が降る場面もありましたが、水の中で子ども
たちが元気いっぱいに遊んでいる姿が印象的でした。
　なお、Ｂ＆Ｇ海洋センタープールは７月２０日にオープ
ンします。また、市民水泳大会は８月２４日に行われます。
大勢の皆さんのお越しをお待ちしています。

　６月７日、平成２０年度チョウゲンボウ探鳥会が国指定
の天然記念物「十三崖のチョウゲンボウ繁殖地」におい
て行われました。当日は、市内外から約50人が参加し、
講師の信濃野鳥写真クラブ代表の山上孝夫さんと日本野
鳥の会会員の北澤善政さんから、夜間瀬川河川敷を移動
しながらいろいろなお話を聞きました。また、巣穴にい
るチョウゲンボウのヒナの様子を望遠鏡や双眼鏡で観察
し、生態等についても説明を受けました。

ホタルコンサート

▲真剣な表情で練習の成果を発表していました
　６月２１日、中山晋平記念館において、新野区主催のホ
タルコンサートとホタル鑑賞会が行われました。
　当日は、日野小学校青空児童合唱団や児童の皆さんに
よる合唱の発表や、中野オカリナの会によるオカリナの
演奏、また新野コーラスの会の皆さんによる全員合唱が
行われ、子どもたちの元気な歌声が会場に響きわたって
いました。コンサート終了後は、真引川に移動して、ホ
タル鑑賞を楽しんでいました。

園児たちのサクランボ狩り
▼サクランボを口いっぱいにほお張っていました

　６月１３日、日野地区のサクランボ園地で、みなみ保育
園の年長組の園児たちによる、サクランボ狩りが行われ
ました。このサクランボ狩りは、ＪＡ中野市サクランボ
部会の主催により、子どもたちの食農教育の一環として
行われたものです。当日は、３６人の園児たちが園地に集
まり、真っ赤に熟れたピカピカのサクランボをおいしそ
うに食べていました。帰りにサクランボのお土産をたく
さんもらった園児たちは、うれしそうな表情でした。

手作り石けん講習会

▼固形石けんを約１００個作りました
　６月１５日、市民会館駐車場脇において、中野市消費者
の会主催による、手作り石けんの講習会が開催されまし
た。当日は食用廃油を使用した、固形石けんを作りまし
た。また、６月１３日、１４日には市内１３カ所の交換基地で、
食用廃油と手づくり石けんの交換が行われ、約６０リット
ルの食用廃油が回収できました。これは、資源再利用と
河川浄化並びに石けんの交換及び普及のために行われた
ものです。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
　６月15日、北信合同庁舎駐車場において、第４回中
野市消防団ポンプ操法及びラッパ吹奏大会が開催され
ました。当日はポンプ車、小型ポンプ、ラッパの三部
門にそれぞれ分かれて競技を行い、また、女性消防団
員による小型ポンプの模擬操法も行われました。この
大会は、消防活動の基本となる規律と実践的な消防技
術を競うことを目的に、毎年行われています。なお、
優秀な成績のチームは北信大会へ出場します。

表紙の説明
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１6 No.

◦編集◦
中野市教育委員会

子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
学校教育の移り変わり（２）
今回は、1900年前後から今日までの、社会状況の変化と教育体制の変遷を概観します。そして、中野市
の学校教育・教育環境のあり方を考えるきっかけにしたいと思います。

職員採用試験
　平成21年度採用予定の市職員採用初級（一般事務）試験を行います。受験を希望される方は、受験申込
書により申し込みをしてください。受験申込書は、市役所庶務課、市民ホール総合窓口案内、支所地域振
興課、西部公民館、北部公民館、永田窓口サービスステーションおよび中野市ホームページにあります。
　受験申込書の提出先は、市役所庶務課職員係（中野市三好町一丁目３番19号）となります。

受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　☎ （22） ２１１１（内線 209・213）

　

自
動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
揮
発
性
有

機
化
合
物
が
、
太
陽
の
強
い
紫
外

線
を
受
け
る
と
光
化
学
反
応
を
起

し
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
発

生
し
ま
す
。

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が

上
昇
す
る
と
、
空
に
白
い
も
や
が

か
か
っ
た
よ
う
な
状
態
に
な
り
、

こ
の
よ
う
な
状
態
を
「
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
」
と
呼
び
、
目
が
チ
カ
チ

カ
し
た
り
の
ど
が
痛
む
な
ど
の
症

状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が

基
準
値
を
超
え
、
気
象
状
況
な
ど

か
ら
そ
の
状
態
が
継
続
す
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
光
化
学
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
や
警
報
が
発

令
さ
れ
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
を

通
じ
て
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
控
え

ま
し
ょ
う
。

②
目
や
の
ど
の
痛
み
を
感
じ
た
と

き
は
、
目
を
洗
い
、
う
が
い
を

し
ま
し
ょ
う
。

③
症
状
に
よ
っ
て
は
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
体
に
異
常
を
感
じ
た
方

は
、
市
役
所
環
境
課
へ
状
況
を
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

日
本
の
文
化
と

西
洋
の
文
化
の
は
ざ
ま
の
中
で

　

近
代
法
治
国
家
の
日
本
の
建

設
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る

教
育
シ
ス
テ
ム
整
備
が
、
順
次

進
む
中
で
、
高
等
教
育
を
受
け

た
人
材
が
徐
々
に
育
ち
、
新
し

い
知
識
を
持
っ
た
人
々
が
生
ま

れ
て
来
ま
し
た
。
明
治
期
末
か

ら
大
正
期
と
は
そ
ん
な
時
代
で

し
た
。

　

明
治
期
の
教
育
制
度
が
定
着

し
て
、
世
の
中
に
新
し
い
社
会

状
況
が
生
ま
れ
る
の
に
三
十
余

年
が
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

既
成
の
教
育
の
枠
を
超
え
て
、

人
間
性
の
自
覚
に
基
づ
く
個
性

尊
重
の
教
育
を
実
践
す
る
教
師

も
現
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
初
期
か
ら

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
前
ま
で

　

昭
和
四
年
に
起
こ
っ
た
大
恐

慌
は
、
世
界
中
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
、
国
の
あ
り
方
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
結
果
的
に
は
武
力
行
使

に
よ
る
紛
争
か
ら
世
界
大
戦
へ

の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
世
相
は
、
教
育
の

現
場
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
国

家
総
動
員
体
制
の
も
と
、
親
し

ま
れ
て
き
た｢

尋
常(

高
等)

小

学
校｣

と
い
う
呼
び
名
が｢

国
民
学

校｣

と
改
変
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
生
の
繰
上
げ
卒
業
と
出
兵
、

中
学
生
・
女
学
生(

い
ま
の
高
校

生)

が
工
場
な
ど
で
働
く
勤
労
奉

仕
、
さ
ら
に
は
、
都
会
の
小
学
生

は
、
戦
渦
を
避
け
て
親
元
を
離
れ

て
田
舎
に
集
団
疎
開
す
る
な
ど
、

厳
し
い
時
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
況
の
悪
化
は
、
本
土
決
戦
の

名
の
下
に
、
大
本
営
移
転
の
た
め

松
代
に
地
下
塹
壕
を
掘
り
進
め
た

り
、
武
器
弾
薬
の
貯
蔵
庫
と
し
て
、

十
三
崖
に
横
穴
を
掘
り
、
夜
間
瀬

川
の
松
林
に
は
、
弾
薬
が
野
積
み

に
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に

よ
っ
て
戦
争
は
終
結
し
ま
し
た
。

戦
後
の
教
育

　

昭
和
二
十
年
敗
戦
国
と
な
っ
た

日
本
は
、
軍
国
主
義
や
極
端
な
国

家
主
義
教
育
の
排
除
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
に
は
新
憲
法
の

下
、
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、

続
い
て
学
校
教
育
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
校
教
育
の

基
本
を
教
育
の
機
会
均
等
、
男
女

共
学
、
六
・
三
・
三
・
四
年
制
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
・
中

学
校
の
在
籍
年
数
は
、
六
年
・
三

年
と
定
め
ら
れ
、
九
年
間
を
義
務

教
育
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
が
時
の
政
治
情
勢

か
ら
過
度
の
干
渉
を
受
け
ず
、
中

立
性
を
保
て
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
教
育
委
員
会
制
度
が
新
た
に

設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
高

度
経
済
成
長
と
呼
ば
れ
た
経
済
の

発
展
期
に
入
り
社
会
が
急
激
に
変

化
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
教
育
も
、

こ
う
し
た
社
会
の
変
化
に
無
縁
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
鍵
ッ

子
」
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
た
の
も

こ
の
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

五
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、

受
験
戦
争
の
激
化
、
学
習
塾
通
い

の
過
熱
、
校
内
暴
力
事
件
や
い
じ

め
不
登
校
問
題
な
ど
教
育
を
め
ぐ

る
多
く
の
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

昭
和
五
十
九
年
の
八
月
に
は
臨

時
教
育
審
議
会
が
発
足
し
、
急
激

に
変
化
し
つ
つ
あ
る
社
会
が
教
育

に
与
え
て
い
る
課
題
を
考
え
な
が

ら
、
教
育
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
に
は
、
約
六
十
年

続
い
た
教
育
基
本
法
が
改
正
・
施

行
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
学
校
教

育
法
の
改
正
を
は
じ
め
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
対
応
す
る
関
係
法
令

の
整
備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

《
教
育
の
窓
》

教
育
委
員
に
な
っ
て

　

教
育
委
員
の
辞
令
を
い
た

だ
い
て
か
ら
二
カ
月
ほ
ど

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
委
員
に
な
っ
て
す
ぐ
に

総
会
・
研
修
会
と
い
う
こ
と

で
甲
府
に
行
き
ま
し
た
。
と

て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
臨
時
教
育
委
員
会
、

定
例
教
育
委
員
会
、
市
長
と

の
懇
談
会･･･

と
、
今
ま
で

の
私
の
生
活
に
は
な
か
っ
た

新
し
い
場
面
に
出
会
う
た
び

に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
縁
」
と
い
う
も
の

で
す
。
今
私
が
こ
う
し
て
教

育
委
員
と
い
う
立
場
に
な
っ

た
の
も
、
こ
れ
ま
で
の
色
々

な
人
た
ち
と
の
縁
が
あ
っ
た

か
ら
な
ん
だ
と
、
つ
く
づ
く

思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
そ

れ
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
踏
み
出
し
た
ば
か
り

で
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
、
何
を
し
て
い
け
ば
い
い

の
か
模
索
し
て
い
る
状
態
で

す
が
、
緊
張
し
て
い
た
だ
い

た
辞
令
の
日
の
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、四
年
間
、精
一
杯
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
育
委
員　

丸
山
扶
美
）

試験区分 採用予
定人員

受験資格 第一次試験 受験申込
受付期間年齢 住所要件 その他要件 科目 日時・場所

初
級

一般
事務

1 名
程度

日本国籍を有
する者で、昭
和62年４月２
日から平成３
年４月１日ま
でに生まれた者

平成20年５月１日
現在、中野市に住
民登録があり、将
来にわたって居住
する予定の者（勉
学などで他へ居し
ている者を含む）

高等学校
卒業程度
の学力を
有する者

 ・教養
 ・事務適正検査
 ・論文
 ・一般性格診断
   検査
 ・職場適応性
   検査

９月21日㈰
午前８時45分

中野市役所
会議室

７月14日㈪

８月15日㈮

※なお、今年度は上記のほかに、障害者を対象とする職員採用選考考査を予定しておりますので、詳細に
つきましては、広報なかのや有線放送等で改めてお知らせします。

♪手づくりコンサートへ
　　　 補助金を交付します♪

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
？

注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　（
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
）
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

～

　市では、市民グ
ループが企画･運
営するコンサート
に招いた演奏家の
謝礼と旅費につい
て、「中野市とき
めき手づくりコン
サート補助金」を交付します。

♪補助金交付の対象となるコンサート
　市内に在住する市民３名以上（代表者を含む）
でつくるグループにより、30人以上が参加できる
市内の施設で企画・運営するコンサート
※公共施設、民間施設の別は問いません。
♪対象期間　平成21年３月31日㈪まで
♪補助金の対象　演奏家への謝礼と旅費
♪補助金の交付額　１グループ５万円以内
♪補助金交付の申請
　補助金交付申請書に次の書類を添付してください。
　①企画書　②収支予算書　
　③その他市長が必要と認める書類
※補助金交付決定を受けた場合は、事業完了後に

次の書類を提出してください。
　①「実績報告書」　②「収支清算書」

問い合わせ先　市役所文化振興課文化振興係
　　　　　　　☎（22）２１１１（内線３９４）



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

月
の
兎
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

７
月
16
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

平成20年7月号23 平成20年7月号 22

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
キ
ュ
ウ
リ
作
り
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
吉
田
勇
司
さ
ん
に
お
話
し

を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

キ
ュ
ウ
リ
十
二
㌃
、
エ
ノ
キ
三
万
本

で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　

キ
ュ
ウ
リ
（
平
成
十
九
年
度
認
定
）

で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　

安
心
、
安
全
な
農
業
に
取
り
組
み
、

お
客
様
に
良
い
商
品
を
提
供
し
て
行
こ

う
と
考
え
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
魅
力

に
つ
い
て
の
勉
強
会
な
ど
を
経
て
、
Ｊ

Ａ
中
野
市
キ
ュ
ウ
リ
部
会
の
部
会
員
約

三
十
名
で
一
斉
取
得
し
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

有
機
質
肥
料
の
使
用
や
減
農
薬
、
年

数
回
部
会
員
に
よ
る
技
術
講
習
会
、
情

報
交
換
を
行
い
、
会
員
相
互
の
生
産
技

術
の
向
上
を
図
り
、
よ
り
良
い
商
品
作

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
生
産
さ
れ
た

キ
ュ
ウ
リ
は
商
標
「
ｅ
ｃ
ｏ
育
ち
」

キ
ュ
ウ
リ
と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　

良
い
商
品
を
作
る
た
め
の
土
台
と
な

る
、
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　

キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
規
模
の
拡
大
や
、

栽
培
時
に
、
キ
ノ
コ
使
用
済
み
培
地
堆

肥
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内

で
の
循
環
型
農
業
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　

深
刻
な
後
継
者
不
足
な
の
で
、
後
継

者
対
策
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
Ｊ

Ａ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

吉田　勇司　さん
よしだ　ゆうじ　（岩井）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ .10

問
題

５
月
31
日
か
ら
６
月
15
日
ま

で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
０
８

な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
」
に
は
、

約
●
万
５
千
人
の
皆
さ
ん
が

来
場
し
ま
し
た
。

エコファーマー

認定マーク

①自己紹介
　４人家族で、姉が一人います。趣味は
ダーツで、週に２～３回、市内や長野市に
あるダーツの店に通っています。
②今後チャレンジしたいこと
　クラシック音楽を管弦楽器で演奏できる
ようになり、いずれはオーケストラで演奏
してみたいと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　若者が市外へ流出しないように、遊び場
（レジャー施設）を充実してほしい。また、
一本木公園のように、多くの花で満ち溢れ
た、明るいまちになってほしいと思います。

春原　和
かずひろ

宗 さん

北沢麻貴さんから紹介された

（会社員・吉田）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.39

　　

平野小学校　５年
小林　宏至くん

　

僕
の
し
ょ
う
来
の
夢
は
パ

テ
ィ
シ
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。

僕
は
お
ば
さ
ん
と
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
を
作
っ
た
時
に
、
も
っ
と
い

ろ
ん
な
お
菓
子
を
作
っ
て
み
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
の
た
め
に
は
二
つ
が
ん
ば
り

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
勉
強
で
す
。

勉
強
し
な
け
れ
ば
パ
テ
ィ
シ
エ

に
は
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
計
算
で
す
。
分
量
を

計
る
時
に
必
要
に
な
る
か
ら
で

す
。
僕
は
だ
い
ぶ
得
意
に
な
り

ま
し
た
。
次
は
、
友
達
作
り
で

す
。
ケ
ー
キ
は
一
人
で
は
作
れ

な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
仲
間

が
い
れ
ば
、
助
け
合
っ
て
も
っ

と
お
い
し
い
ケ
ー
キ
や
お
菓
子

が
作
れ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
今
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
仲

良
く
な
る
た
め
に
、
み
ん
な
の

話
を
よ
く
聞
い
て
、
僕
も
言
う

こ
と
は
、
し
っ
か
り
言
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

夢
が
実
現
し
て
パ
テ
ィ
シ
エ

に
な
っ
た
ら
お
店
を
開
き
た
い

で
す
。
明
る
く
て
、
お
い
し
い

お
菓
子
や
ケ
ー
キ
が
た
く
さ
ん

あ
る
お
店
に
し
て
、
み
ん
な
に

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。　

No.10

パティシエになりたい

○
藤
華
水
美
会
と
は

　

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
株
式
会
社
専
属
の
藤

華
流
は
全
国
に
会
員
を
も
つ
日
本
舞
踊
の

団
体
で
、
家
元
は
藤
華
水
美
師
、
市
内
に

五
十
名
の
会
員
が
い
ま
す
。
昭
和
四
十
一

年
に
発
足
し
ま
し
た
。
本
格
的
な
舞
台
以

外
に
も
、
敬
老
会
や
文
化
祭
で
も
踊
り
を

披
露
し
、
他
の
流
派
の
方
々
と
も
交
流
を

し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
古
典
舞
踊
が

中
心
で
す
が
、
中
山
晋
平
さ
ん
の
歌
に
振

り
つ
け
を
し
て
踊
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

○
日
本
舞
踊
の
魅
力
と
は

　

昭
和
四
十
二
年
に
、
個
人
的
に
「
エ
レ

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

フ
ァ
ン
ト
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
福
祉
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
立
ち
上
げ
、
老
人
介
護

施
設
を
訪
れ
、
習
っ
た
踊
り
を
披
露
し
て

き
ま
し
た
。
中
で
も
高
社
寮
は
約
四
十
年

間
、
毎
年
欠
か
さ
ず
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
踊
り
を
通
じ
て
心
の
ケ

ア
の
大
切
さ
、
他
者
と
感
動
や
喜
び
を
共

有
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
例
え
ば
、

訪
問
先
の
介
護
施
設
で
は
、
一
人
ひ
と
り

の
手
を
握
っ
た
り
、
抱
き
し
め
て
あ
げ
た

り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
こ
と
で
、
皆
さ

ん
か
ら
た
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

○
若
い
世
代
へ
伝
え
た
い
こ
と

　

文
化
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
う
傾
向

に
あ
る
の
で
、
自
分
た
ち
で
積
極
的
に
参

加
す
る
、
手
作
り
の
文
化
と
い
う
も
の
を

意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
現
代
の

日
本
人
に
は
日
本
人
ら
し
さ
が
薄
れ
て
い

ま
す
。
古
典
芸
能
に
は
、
背
景
に
あ
る
歴

史
や
先
人
の
知
恵
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
で
あ
れ
ば
、
踊
り
を
通
じ
て

女
性
独
自
の
美
し
さ
を
際
立
た
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
立
ち
居
振
る
舞
い
や
礼

儀
作
法
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
様
に
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
に

心
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
回　

藤
華
水
美
会

▲

藤
華
水
美
会

　
　
　
　
　

会
長　

蟻
川
ス
ミ
さ
ん
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有料広告欄

次回申込期限　７月 31 日㈭  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　９月４日㈭ 発行の９月号～
ホームページ掲載日　９月１日㈪～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

７月19日㈯～25日㈮
夏の交通安全やまびこ運動
スローガン　～信濃路は　ルールとマナーの　走るみち。～
▽運動の重点
①高齢者の交通事故防止
②全ての座席のシートベルトと

チャイルドシートの正しい着
用の徹底

③飲酒運転の根絶
④自転車の安全利用の推進

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《７月の実施日程》

　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日　12日㈯、20日㈰、26日㈯
対象区域　中野地域（農地周辺）
　　　　　※豊田地域は別途実施
駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　９日㈬、23日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から概ね２
時間
※駆除実施中は、銃器を使用するた
め大変危険ですので、駆除時間には
対象区域に近づかないようご協力を
お願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　（市役所農政課内・内線２５１）

第４回市民水泳大会
参加者募集
期日　８月24日㈰
時間　受付集合・午前８時20分～
　　　競技開始・午前９時30分
会場　中野市民プール
競技種目　小学生低学年の部（１～
４年）、小学生高学年の部（５・６
年）、中学生の部、一般の部
※それぞれ男女別
参加資格　市内に在住、在勤、在学
している方（２種目まで出場可能）
参加料　小学生200円、中学生300
円、一般500円（スポーツ傷害保険
料を含む）
申込期限　８月８日㈮
その他　小・中学生については、学
校単位でお申し込みください。
問　中野市体育協会事務局（市民体
　　育館内☎（26）3572）またはス
　　ポーツ振興課振興係（内線364）

市営住宅入居者募集
　空き住宅および８月から10月まで
に明け渡しのあった市営住宅の入居
者を募集します。
募集期間　７月３日㈭～１６日㈬
募集する住宅　東山、泉、長元坊、
小田中、城下の各市営住宅
抽選日時および会場　７月23日㈬　
午後２時　市民会館46号会議室
選考方法　公開抽選により入居順位
を決定します。
※入居者の資格等、詳しくは直接お
　問い合わせください。
問　都市計画課建築住宅係（内線２７３）
　　　　または豊田支所地域振興課振興
　　係（内線１５２）

　いよいよＢ＆Ｇ海洋センタープー
ルがオープンします。オープン当日
は無料で利用できます。
期間　７月20日㈰～８月17日㈰
時間　午前10時～午後４時30分
定休日　月曜日（月曜日が祝日の場
合は翌日休み）※８月11日㈪は営業
料金　高校生以上200円、小・中学
生100円、幼児無料
※小学校３年生以下は保護者の同伴
　が必要です。
問　Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　☎（38）3800

７/20 ㈰　Ｂ＆Ｇ海洋
センタープールオープン

　平成19年中の県内における「振り込め詐欺」の件数は３７７件を数え、
被害額は６億４千万円にのぼり、全国の被害額は２５１億円を超えています。
　今年１月以降、全国的に被害が急増傾向にあり、県内では４月末現在
で１３３件、１億７千万円の被害があり極めて憂慮すべき状況です。
　振り込め詐欺の被害に遭うほとんどの方は、この種の詐欺が横行して
いることを知りながらも“自分は被害には遭わない”と思い込み、不意に
狙われたときに平常心を失い、振り込んでしまうというものです。
　下記の「振り込め詐欺チェック表」は、とっさの時、平常心を取り戻
すための有効な方法です。有効活用し被害に遭わないようにしましょう。
問　中野警察署　☎（26）０１１０

振り込め詐欺に遭わないために

◆電話でこんなことを言われていませんか？
オレオレ詐欺
○事件・事故・問題を起こした

はい・いいえ　例えば、会社の金を横領・使い込み、わいせつ行為
　　　　　妊娠中絶・不倫等の異性問題、交通事故など
○示談金が必要だ はい・いいえ
○会社をクビになる はい・いいえ
○今日中に金が必要だ はい・いいえ
○時間がない はい・いいえ
融資保証金詐欺
○融資するので保証金を振り込んで はい・いいえ
還付金詐欺
○還付金を振り込むので言うとおりATMを操作して はい・いいえ

◆こんなことに心当たりはありませんか？
○家族だと言っているが、名前を名乗らなかった はい・いいえ
○電話番号が変わったとの事前連絡があった はい・いいえ
○警察官や弁護士等を名乗る者が電話口に出た
　又は、会社の上司や痴漢・交通事故等の相手方など はい・いいえ

○振込先口座の名義人を知らない はい・いいえ

　振り込みを依頼する電話等で、下記の事項で「はい」が一つでもあれ
ば、「振り込め詐欺」の疑いがあります。

振り込め詐欺　チェック表

　市（岳南広域消防組合火災予防条
例）では、平成2１年５月31日までに
設置することが義務付けられていま
す。（既存住宅）
　設置する場所は主に寝室で、寝室
が2階にある場合は階段の天井に設
置が必要です。
　住宅用火災警報器は市内の量販店、

住宅用火災警報器の設置はお済みですか？
電気屋などで販売されており、皆さ
んがご自分で設置することができます。
　まだ、お済みでないお宅は早急に
設置をお願いします。
※ ＮＳ または ＵＬ マークの付いた 
　ものをお選びください。
問　消防課消防係
　　☎（23）０１１９

音声告知放送について
　多くの皆さんに申し込みいただき
ましてありがとうございました。
◆音声告知放送端末機設置時期
　幹線光ケーブルの敷設後に、順次
行っております。電気工事店からご
連絡がありますので、しばらくお待
ちください。
　また、端末機の設置場所をあらか
じめ各世帯で相談して決めておいて
ください。
　設置時期は、遅いところでも秋頃
までには設置を予定しています。
◆工事について
　建物内・端末機設置工事は、指定
された電気工事店で行いますが、電
柱から外壁までの引込線工事につい
ては、市が発注した業者で行います。
　また現在、幹線・支線などケーブ
ル敷設工事を市内各所で行っており、
大変ご迷惑をおかけしておりますが、
ご理解とご協力をお願いします。
◆放送について
　設置後、緊急放送については放送
されます。他のグループ放送につい
ては、順次試験放送を行い、本格放
送は、平成21年４月１日を予定して
おります。
※音声告知放送の申し込みは、今後
　も随時行います。（引込線工事は、
　実費負担となります。）
問　政策情報課情報係（内線217）
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7月31日㈭は平成20年度国民健康保険税第１期と固定資産税・都市計画税第2期の納期限です。お忘れなく。

ガソリンの貯蔵（保管）と購入について
　ガソリンを容器に入れて保管するときは、次のことに
注意してください。
●ガソリンの保管は、原則として40ℓ未満としてください。
●保管容器は、認定品の金属製携行缶等。（例20ℓ×2
個）購入時も同様です。
●保管場所は、危険物の温度上昇が少ない場所。可燃物
等を避けて下さい。
●ドラム缶等によりガソリンを屋外に貯蔵することは認
められません。

※一般のご家庭でも、40ℓを超えるガソリンを貯蔵
（保管）する際は、専用の貯蔵庫が必要となり、そ
の構造は火災予防条例の基準を満たさなければなり
ません。

問　消防課消防係　☎（23）０１１９

　中退共制度は、中小企業で働く従業員のための外部積
立型の国の退職金制度です。
　掛金助成や税法上の優遇など、有利な特典がいっぱい
です。
　安全、確実な中退共制度をぜひご利用ください。
ホームページ　http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp
問　（独）勤労者退職金共済機構
　　中小企業退職金共済事業本部
　　☎０３（3436）０１５１(代表)

放送大学　10 月入学生募集　　　　　　 退職金は国の制度で
　放送大学はテレビなどの放送を利用して授業を行う通
信制の大学です。働きながら大学卒業やキャリアアップ、
退職後の生きがい作りなど、さまざまな目的で幅広い世
代、職業の方が学ぶことができます。
出願受付期限　８月31日㈰
放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp
※資料の請求など、詳しくは直接お問い合わせください。
問　放送大学長野学習センター　
　　☎０２６６（58）２３３２

「仕事イキイキ相談室」開設
　職場の人間関係やメンタルな悩み
ごとの相談窓口を開設いたします。
　相談には、特別労働相談員の産業
カウンセラーが親身になって相談に
応じます。秘密厳守、相談料は無料
です。お気軽にご相談ください。
開設日　8月4日、9月1日、10月
6日、11月10日、12月1日、平成21
年1月5日、2月2日、3月2日
開設時間　午前10時30分～午後1時
15分
会場　長野県長野合同庁舎　会議室
申し込み　相談日「前週の月曜日」
(午後５時)までに電話等でお申し込
みください。
申し込み・問い合わせ先
長野県北信労政事務所
☎０２６（234）９５３２
FAX０２６（234）９５６９

信州ねんりんピック
長野県高齢者作品展
作品募集
出品者資格　県内在住の60歳以上の
アマチュア
部門　日本画・洋画・彫刻・手工
芸・書・写真
申込締切　８月20日㈬
※申込方法など詳しくは、健康長寿
課（中野保健センター内）まで直
接お問い合わせください。

問　健康長寿課長寿支援係
　　（内線243）

司法書士無料法律相談所
期日　７月19日㈯
時間　午後１時～３時
会場　市民会館会議室
相談内容　不動産・会社の登記、ク
レジット・サラ金などの消費者問題
等について
※予約は不要です。秘密は厳守します。
問　県司法書士会飯山支部
　　☎０２６９（33）３３９５

暴力団追放ポスター・
標語募集
応募要領　ポスター：Ｂ３判画用紙
（裏に氏名明記）、標語：メール、
はがき、ＦＡＸなどで何点でも
締切　９月５日㈮当日消印有効
※詳しくは、直接お問い合わせくだ
さい。

問　㈶長野県暴力追放県民センター
　　☎０２６（235）２１４０
　　ＦＡＸ０２６（233）３７４１
　　Ｅメール　boutsui@mx2.avis.
　　ne.jp

サマージャンボ
宝くじ発売
　宝くじの収益金は、市町村の明る
く住みよいまちづくりなどに生かさ
れています。
発売期間　７月14日㈪～８月１日㈮
抽選日　８月12日㈫

相続手続・遺言、契約等
日常生活に関する無料相
談会
　相続手続・遺言および日常生活に
おける契約等についての専門家であ
る行政書士が相談に応じます。
　お気軽にご相談ください。
期日　７月29日㈫
時間　午前10時３０分～午後３時
会場　長野県行政書士会館
（長野市大字南長野県町1009-3）
電話相談　時間内同時受付
相談内容
相続手続・遺言の手続、各種契約
書、権利義務関係等の手続、成年後
見等日常生活における諸手続
問　長野県行政書士会
　　☎０２６（224）１３００

宝くじスポーツフェア
ドリーム・ベースボール
期日　７月20日㈰
時間　開場・午前９時～、抽選会・
正午～、試合開始・午後１時30分
会場　伊那運動公園野球場（伊那市）
主催　長野県、伊那市、財団法人自
治総合センター

出場予定選手　日本プロ野球名球会
および日本プロ野球ＯＢクラブ会員
その他　観戦は無料ですが、入場整
理券が必要です。入場整理券は、県
庁および各地方事務所地域政策課で
配布しています。
問　伊那市教育委員会スポーツ振興課
　　☎０２６５（78）４１１１
　　（内線2731）

第４回中野市長杯争奪
三高校野球大会開催
　市内高等学校の野球大会です。繰
り広げられる熱戦に、大きな声援と
応援をお願いします。
期日　８月９日㈯
時間　開会式・午前８時20分、第１
試合開始・午前９時
会場　市営野球場（観戦無料）
主催　中野市高等学校長会
その他　第１試合（中野西高等学校
対中野立志館高等学校）の後、市内
高等学校と関根学園高等学校（新潟
県上越市）との練習試合を予定
問　スポーツ振興課振興係（内線364）

▲昨年の様子

北信州農業道場
第１期生を募集します！
　意欲ある青年農業者を地域の中核
的担い手として養成していくことを
目的に北信州農業道場が開設されます。
対象者　新たな技術や知識を得たい
と考えている青年農業者（概ね40歳

登記相談所の開設
　相続登記、抵当権抹消登記など相
談をお受けします。お気軽にご相談
ください。相談の予約は不要で、ご
相談は無料です。
期日　７月12日㈯
時間　午後１時～4時
会場　市民会館44号会議室
相談員　司法書士
問　長野地方法務局飯山支局
　　☎０２６９(62)２３０２

　飼い猫から繁殖した猫が野良猫に
ならないために、飼い猫はなるべく
室内で飼い、飼い主が分かるように
工夫をし、必要に応じて不妊去勢手
術をするようお願いします。
　また、野良猫が増える原因となる
食べ物をむやみに与えないでください。
　なお、保健所ではペットの飼育相
談を受け付けていますので、飼育方
法についてお困りの際は、北信保健
所食品・生活衛生課（☎0269（62）
6035）までご相談ください。
問　環境課衛生係（内線245）

野良猫によるフンなどの
苦情が増えています

未満）
カリキュラム内容
①個別課題解決実習
②先進的農業技術・経営研修
③経営マネジメント演習
④集合研修
　⑴食の安全・安心
　⑵マーケティング
　⑶ＩＴの農業経営への活用
　⑷環境保全型農業
　⑸農村の活性化
期間　２年間（月１～２回講座開催）
受講料は無料です
申込締切　７月２２日㈫
問　北信農業改良普及センター
　　北信州農業道場推進協議会事務局
　　☎（23）０２２１
　　FAX（26）００７４

　知育と徳育。道徳的な精神と心の
教育課題について教育者、父母、社
会人の方々が共に研究、学び合います。
期日　８月７日㈭
時間　午前９時～午後３時３０分
会場　中央公民館
講師　石本　俊夫　先生
　　　鍵山秀三郎　先生
参加費　1,000円（昼食・資料代含む）
主催　財団法人　モラロジー研究所
共催　市教育委員会
問　中野モラロジー事務所・篠田
　　☎・ＦＡＸ（23）２３３９

教育者モラロジー研究会



市役所☎２２－2111　豊田支所☎38－3111くらしの情報
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心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　７月11日㈮、８月11日㈪、９月10日㈬
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前９時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　７月17日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005

常設展「中野市の歴史と文化」
10月19日㈰まで
中野市の旧石器時代から現代までの歴史や文化をわ
かりやすく展示、紹介します。

中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム  ㊡月曜日 ☎ 22-4801

常設展「いろいろの自然　いろいろの人」
9月下旬まで
所蔵作品の中から、さまざまな表情を見せる自然や
人物が描かれた作品を展示します。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

山田謙二植物画個展
７月13日㈰まで
日曜画家三人展〔佐々木功・高橋洋治・小林照里〕
７月16日㈬～27日㈰

展示 展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

国民年金「保険料免除制度」
があります！

 保険料免除制度とは？ 
　経済的な理由などで国民年金の保険料を納める
ことが困難な場合には、申請により保険料の納付
が免除される「保険料免除制度」があります。
 ４段階の免除 
○全額免除→保険料の全額（14,410円）が免除
○４分の３免除→保険料を一部（3,600円）納付
○半額免除→保険料を半額（7,210円）納付　　 
○４分の１免除→保険料を一部（10,810円）納付
※本人、配偶者及び世帯主それぞれの前年所得が
　基準以下である必要があります。
※免除が承認された期間は、将来の老齢基礎年金
　の額に一定の割合で反映されます。
 退職による特例免除 
　退職された方は、離職票や雇用保険受給資格者
証などの公的機関の証明（写し）を添付すると、
その方の所得審査が不要となります。
問　市民課国民年金係（内線237）

◎中野市地球温暖化防止実行計画の進捗状況
　地球温暖化の原因となる温室効果ガスのうち、
最も大きな原因となるガスは「二酸化炭素」です。
　本実行計画では、市役所で直接行う事務事業に
よるエネルギー消費に伴い排出される二酸化炭素
の総排出量を、平成16年度を基準年度とし平成22
年度において10％削減することを目標としていま
す。平成19年度の総排出量は平成16年度と比べて
1.6％の増加となりました。
　今後とも、市役所で直接行う事務事業において、
省エネ活動を徹底するなど、地球温暖化防止のた
めに有効な手段であるものについては率先して実
行し、更なる二酸化炭素の排出削減に努めます。
☆エネルギー別二酸化炭素排出量（kg-CO2）

シリーズ 地球温暖化�

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★
五月人形★プリンター・スキャナー★タイヤチェー
ン★破魔矢★水槽(飼育セット付)★鏡台★天ぷら鍋★
味噌桶★人形ケース★電気ストーブ★ぶどう収穫箱★
本箱★オルガン★グローブ(ソフトボール用)★金属バット
★ピアノ★電動自転車★エレクトーン

★車イス★ノートパソコン★子供服（双子の男の子用・１
才の女の子用）★車用スピーカー(屋根設置)★幼児用自転
車★溶接機★戦隊モノ玩具★こたつ布団★アマチュ
ア無線機★８ミリビデオカメラ★カーオーディオ★
ＤＶＤプレーヤー★カラーボックス★バドミントン
ラケット★スキーセット(子供用)★ピアノ★タオル★
高齢者用おむつ★ビデオデッキ★掃除機★自転車

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線238）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください。
(６月26日現在で掲載)

人口
と
世帯

人　口 46,118 人 ( ＋ 2)
男 22,252 人 ( ＋ 1)
女 23,866 人 ( ＋ 1)

世　帯 14,962 戸 ( ＋ 16)
平成20年６月１日現在　(国勢調査を基に推計)

５月分可燃ごみ：1,005.16t（前年比－20.3％）ごみ減量にご協力を！

歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

(平成20年５月28日～６月26日)
●地域包括支援センターへ
　布巾１００枚
　＜江部　垂澤　豊子　様＞

●ふるさと寄附金　市長が選定する政策のため
　現金　1,500,000円
　＜千葉県四街道市　小林　智代治　様＞

●ふるさと寄附金　都市基盤整備　公園整備事業
　のため
　売上金　現金　10,000円
＜中野ばら切りばら研究会　様＞

●ふるさと寄附金　市長が選定する政策のため
　現金　10,000円
　＜埼玉県さいたま市　松平　せつ子　様＞

●ふるさと寄附金　医療・福祉のため
　現金　100,000円
　＜東京都荒川区　土屋　文雄　様＞

ご寄付　ありがとうございました

排出要因 平成16年度 平成19年度 増 減 増減率
（基準年度） （％）

電気の使用 4,208,509 4,695,213 486,704 11.6
Ａ重油の使用 794,713 526,799 △ 267,914 △ 33.7
灯油の使用 1,127,389 1,077,099 △ 50,290 △ 4.5

都市ガスの使用 97,870 77,340 △ 20,530 △ 21.0
ＬＰＧの使用 57,180 58,703 1,523 2.7

ガソリンの使用 148,402 140,501 △ 7,901 △ 5.3
軽油の使用 139,780 103,275 △ 36,505 △ 26.1

合　計 6,573,843 6,678,930 105,087 1.6

※平成11年環境庁温室効果ガス排出量算定に関する
　検討結果によって示されている排出係数を使用



麻しん風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　で、就学前の１年間(保
　　　　育園、幼稚園の年長児)
第４期＝高校３年生に相当する年
　　　　齢の者（18歳になる年度
　　　　の１年間)
※毎月実施していますので、接種

される前月に実施医療機関へ予
約してください。（無料）

保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　歌をうたうことや自転車に
乗って遊ぶことが大好きです。
　いつまでも元気で、夢を実現
するために努力する子に育って
ほしいと思います。
　（徳弘諭・恵美子さん　松川）

　　　（３歳）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年７月３日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種 乳幼児健康診査

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、バスタオル、
　　　　オムツ

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

健診名 健 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

７月15日㈫ 20年３月生まれ

７か月
健　診 ７月16日㈬ 19年11月生まれ

１　歳
６か月
健　診

７月18日㈮ 18年12月生まれ

２　歳
健　診 ７月14日㈪ 18年６月生まれ

３　歳
健　診 ７月17日㈭ 17年６月生まれ

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )
期日／７月15日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成20年３月生まれ
※３か月健診時に行います。

平成20年７月号 30

マタニティクラス
期日／８月７日㈭
時間／午前１時15分～午後４時
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、妊婦体験、
　　　もく浴演習、チャイルドシー
　　　トの装着について

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時40分

< 中野保健センター >
８月５日㈫…日野､延徳､平野、高丘、平岡
　　  ６日㈬…中野、長丘､科野､倭、豊田

対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児　
　(20日～56日（３～８週間）の間隔
　で３回接種)
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の幼児
　(Ⅰ期初回終了後12～18か月の間
　に１回)
《７歳６か月未満まで接種可能》

徳弘　健
たける

ちゃん

【受付時間が変わりました】 【受付時間が変わりました】

家族から赤ちゃんへ
むし歯は感染する？

　むし歯の原因菌は、生まれた赤
ちゃんのお口の中には存在しません。
むし歯菌は硬い組織にしか住むこと
ができないので、歯の生えていない
赤ちゃんのお口の中では生きていけ
ないのです。
　お口の中にむし歯菌が見つかるの
は乳歯が生え始める生後6ヶ月位
からです。実は、赤ちゃんと触れ合
う機会の多い家族から、食事中にス
プーンの共有や口移し等によって、
むし歯菌は唾液を介して移るのです。
　当然、お父さん・お母さんのお口
の中の衛生状態が悪く、むし歯菌が
多いほど、より感染しやすくなります。
　ですから、お父さん・お母さんや
家族の皆さんが、なるべく早いうち
から、口腔内の衛生に気を配るよう
心がけることが大切なのです。
（協力　中高歯科医師会）

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。なお、予防接種の際には、
原則として保護者の方が付き添って
ください。保護者が特段の理由で同
伴することができない場合、接種す
るお子さんの健康状態をよく知る人
が付き添ってください。その場合、
予診票に加え、委任状が必要となり
ます。委任状は子育て課窓口及びホ
ームページよりダウンロードしてお
使いください。

日　本　脳　炎
　集団での予防接種を見合わせてい
ます。再開するときは、お知らせい
たします。なお、流行地域へ渡航さ
れる場合や蚊に刺されやすい環境に
ある場合等は、日本脳炎ワクチンを
接種することができます。この場合、
接種対象年齢内であれば、接種費用
は無料となります。ご希望の方は、
お問い合わせください。

心の健康相談
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。( 無料 )
子供－こだわりが強い、登校拒否等
大人－イライラ、不眠、物忘れ等
日時／７月 17 日㈭午後２時～４時
場所／中野保健センター
※希望者は、7 月 15 日㈫までに健
　康長寿課へお申込みください。
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＜高遠山のふもとより古墳を望む参加者＞
　

中
央
公
民
館
は
６
月
25
日
（
水
）
、

市
南
部
の
高
遠
山
古
墳
で
「
地
域
学

習
講
座 

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
（
全
５

回
）」
を
開
き
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
開
講
し
、
４
回
目
と
な
る

今
回
の
講
座
は
、
講
師
に
檀
原
長
則
先

生
を
迎
え
、
約
20
名
の
参
加
者
が
「
高

遠
山
古
墳
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
説
明
に
頷
い
た

り
、
古
墳
の
で
き
た
時
代
や
意
味
を
質

問
す
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
学
習

を
深
め
ま
し
た
。

あおぞら
　

北
京
五
輪
を
目
前
に
「
日
本
代

表
」
た
ち
が
連
日
、
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、
実
は
私
も
日
本
代
表
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

数
年
前
、
何
度
か
海
外
出
張
に

行
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
ロ
シ
ア

の
首
都
モ
ス
ク
ワ
か
ら
国
内
線
、

さ
ら
に
車
で
半
日
以
上
か
け
、
観
光
客
や

日
本
人
に
は
縁
遠
い
田
舎
町
へ
。

　

朝
、
ホ
テ
ル
の
前
で
仕
事
の
準
備
を
し

て
い
る
と
、
古
老
が
１
人
。
両
手
を
私
の

頬
に
あ
て
、
じ
っ
と
顔
を
眺
め
て
何
か
言

い
な
が
ら
私
を
抱
き
締
め
た
。

　

ロ
シ
ア
語
が
分
か
ら
ず
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
「
何
だ
！
ス
リ
か
？
」
と
ポ
ケ
ッ

ト
の
財
布
が
心
配
に
。

　

言
い
た
い
こ
と
は
何
と
な
く
分
か
る
も

の
で
「
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
日
本
人
に

会
い
ま
し
た
。
遠
い
国
か
ら
よ
う
こ
そ
」

と
感
動
が
伝
わ
る
。
「
ス
リ
か
」
と
疑
っ

た
自
分
が
恥
ず
か
し
い
。

　

想
像
だ
が
、
古
老
は
そ
の
日
「
今
日
、

初
め
て
日
本
人
に
会
っ
た
よ
」
と
家
族
や

友
人
に
語
っ
た
の
で
は
。
私
は
古
老
に
と

っ
て
、
記
念
す
べ
き
初
の
日
本
人
に
な
っ

た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

国
外
に
出
れ
ば
誰
も
が
日
本
の
代
表
者
。

政
治
や
歴
史
、
郷
土
な
ど
色
々
な
質
問
を

さ
れ
、
「
日
本
人
は
…
」
と
評
価
さ
れ
る
。

　

程
度
の
差
は
あ
る
が
、
市
外
や
県
外
で

も
同
じ
。
外
へ
憧
れ
る
前
に
、
内
の
こ
と

を
よ
く
知
る
べ
き
だ
と
痛
感
し
た
。

　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　
　

苅
和
武
史

１ 文化なかの /08.7

公
民
館

グ
ル
ー
プ
紹
介

中
央
公
民
館
講
座

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

古代中野を訪ねて



２

公民館グループ紹介！
　
「
気
取
ら
ず
、
構
え
ず
、
飾
ら
ず
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
歌
う
こ
と
が
大
好

き
な
メ
ン
バ
ー
で
月
１
回
、
会
員
同

士
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
楽
し

い
１
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
公
民
館
で
開
設
さ
れ
た
「
晋

平
さ
ん
を
し
の
び
歌
う
会
」
の
参
加

者
を
中
心
に
、
歌
唱
指
導
に
八
代
京

子
先
生
、
ピ
ア
ノ
に
中
川

真
由
美
先
生
を
迎
え
、
現

在
18
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
講
座
時
代
の
晋
平
さ

ん
の
歌
は
も
と
よ
り
、
最

近
で
は
「
瑠
璃
色
の
地

球
」
な
ど
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
曲
も

練
習
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
サ
ー
ク
ル
名
の
由
来

で
あ
る
名
曲
「
Ｂ
ｅ
ｌ
ｉ

ｅ
ｖ
ｅ
」
を
練
習
の
シ
メ

に
必
ず
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

始
ま
っ
た
ば
か
り
の

サ
ー
ク
ル
で
、
仲
間
を

随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
北
部
公
民
館
に
毎
月

第
３
金
曜
日
、
午
後
７
時

30
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で

歌
声
が
響
き
ま
す
。
ぜ
ひ

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

（
お
問
い
合
せ
は
北
部
公

民
館
へ
）

『
コ
ー
ラ
ス　
Ｂ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｖ
ｅ
』

　

勇
ま
し
い
掛
け
声
と
和
太
鼓
の
響

き　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル

で
は
、
毎
週
金
曜
日
の
夜
、
こ
の
練

習
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
ふ
る
さ
と
太
鼓
」
は
、
大

人
を
含
む
小
学
１
年
生
か
ら
、
高
校

３
年
生
ま
で
の
25
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
撥
（
バ
チ
）
を
持
っ
て
大

き
く
振
り
上
げ
た
そ
の
姿
は
、
大
人

顔
負
け
で
す
。

　

太
鼓
は
、
胴
、
直
径
の
違
い
で
音

が
違
っ
て
き
ま
す
。
使
っ
て
い
る
太

鼓
の
種
類
は
、
皆
さ
ん
が
よ
く
目
に

す
る
長
胴
太
鼓
尺
６
寸
、
大
き
な
大

締
太
鼓
２
尺
６
寸
、
リ
ズ
ム
を
取
る

２
丁
掛
締
太
鼓
が
あ
り
ま
す
。
多
種

多
様
の
太
鼓
を
多
人
数
で
演
奏
す
る

の
が
複
式
複
打
法
で
す
。
県
内
で
は
、

御
諏
訪
太
鼓
が
有
名
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
元
豊
井
小
学

校
教
論
だ
っ
た
南
沢
和
矢
先
生
の
も

と
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
日
々

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
進
化
し
、
最
近
で

は
和
太
鼓
の
実
力
が
認
め
ら
れ
、
市

の
イ
ベ
ン
ト
は
も
と
よ
り
、
市
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
足
を
伸
ば
し
て
、
夏
の
夜
、

日
本
伝
統
の
打
楽
器
に
触
れ
、
残
響

が
良
く
響
く
こ
の
ホ
ー
ル
を
訪
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。(

お
問
合
せ
は
豊
田

公
民
館
へ)

『
ふ
る
さ
と
太
鼓
』

　

中
野
市
の
４
公
民
館
で
は
、

様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て

い
ま
す
。「
何
か
や
っ
て
み
た

い
・
何
処
に
聞
い
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
」方
は
、公
民
館(

中

央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田)

へ

ご
連
絡
下
さ
い
。

お
し
ら
せ

ふ
る
さ
と
祭
り
に
て
演
奏

　

６
月
１
日
開
催

月１回、大好きな歌を楽しむ Believe のメンバー

公
民
館
に
行
く
と
何
か
に
会
え
る
…
自
然
や
人
に
触
れ
合
え
る
。

色
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。
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泰
清
寺
の
裏
山
、
観
音
堂
前
の

山
道
に
沿
っ
て
「
百
庚
申
」
と
呼

ば
れ
る
庚
申
塔
が
散
見
さ
れ
る
。

　

こ
の
庚
申
信
仰
は
中
国
の
墨
子
、

老
子
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
道
教

思
想
で
、
六
十
日
に
一
度
め
ぐ
っ

て
く
る
庚
申
の
日
に
は
、
人
の
体

の
中
に
い
る
三さ
ん

尸し

と
い
う
虫
が
夜
、

抜
け
出
し
、
当
人
の
罪
過
を
天
帝

に
上
告
し
、
短
命
に
す
る
。
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
庚
か
の
え

申さ
る

の
夜
は
身
を

慎
み
、
徹
夜
す
る
と
い
う
信
仰
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
庚
申
塔
造
立
の
時
期
は
、

文
政
期
か
ら
始
ま
っ
て
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
の
も
の
が
圧
倒

的
に
多
い
。
次
の
年
の
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
は
庚
申
の
年
で
あ
る
。

　

造
立
者
や
造
立
発
起
人
を
み
る

と
、東
松
川
、西
町
、新
井
、上
・
下

小
田
中
、立
ヶ
花
、安
源
寺
、笠
原
、

赤
岩
、深
沢
、新
保
、竹
原
、篠
井
、

横
倉
、
沓
野
、
渋
湯
、
菅
、
寒
沢
、

戸
狩
、
湯
田
中
各
村
々
、
そ
の
他

個
人
名
、
講
中
、
屋
号
な
ど
様
々

で
あ
り
、
そ
の
広
が
り
は
中
野
市
、

山
ノ
内
町
の
ほ
ぼ
全
域
で
あ
る
。

　

当
時
の
信
仰
遺
産
と
し
て
も
、

中
野
市
の
文
化
財
と
し
て
も
非
常

に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。　
　
　

　
　

松
沢　

邦
男

　

東
松
川
区
は
、
中
野
市
の
東
側

に
位
置
す
る
小
さ
な
区
で
す
。
区

内
に
あ
る
松
川
神
社
の
秋
祭
り
は

獅
子
舞
も
お
神
楽
も
な
い
も
の
で

し
た
が
、
昨
年
、
助
成
金
を
頂
き
、

お
神
楽
と
大
小
の
太
鼓
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
祭
り
太
鼓
な
ど
を
経

験
し
た
事
が
な
い
区
民
が
公
会
堂

に
集
ま
り
、
他
区
の
祭
り
太
鼓
を

録
画
し
た
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
太

鼓
の
練
習
で
す
。
「
こ
ん
な
に
難

し
い
の
は
で
き
る
か
？
」
と
不
安
。

し
か
し
、
次
第
に
太
鼓
の
リ
ズ
ム

を
つ
か
む
よ
う
に
な
り
、
ば
ち
を

打
つ
表
情
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

祭
り
当
日
は
お
神
楽
を
乗
せ

た
リ
ヤ
カ
ー
の
ロ
ー
プ
を

子
供
た
ち
が
引
き
、
太
鼓

の
音
と
と
も
に
区
内

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
伝
統
が

無
か
っ
た
東
松
川
区

で
す
が
、
新
た
な
伝

統
を
作
る
出
発
点
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

今
後
は
、
更
に
笛
や
獅
子

舞
な
ど
に
も
挑
戦
し
、
区
の

活
気
作
り
に
つ
な
が
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

伝
統
と
継
承
者
が
失
わ
れ
て
行

く
こ
と
が
多
い
中
、
日
本
の
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
絶
や
さ
ず
受
け

継
ぎ
、
広
め
て
行
け
た
ら
よ
い
と

思
い
ま
す
。

（
分
館
長　

若
原
茂
生
）

東松川分館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

泰
清
寺
の「
百
庚
申
」

編
集
委
員

　
だ
よ
り

力強くお神楽を引く子どもたち

　

先
日
、
田
麦
公
民
館
主
催
で
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
天
気
予
報
ど
お

り
雨
で
し
た
が
お
昼
ご
ろ
か
ら
雨

は
あ
が
り
、
雲
間
か
ら
太
陽
が
見

え
、
こ
れ
は
役
員
の
行
い
が
よ
い

の
か
な
？
と
感
じ
、
い
づ
れ
に
し

て
も
中
止
に
な
ら
な
く
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に

分
れ
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
喜
か
ど

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
に
ぎ
や

か
な
声
が
聞
こ
え
皆
さ
ん
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
時
か
ら
公
民
館
に

場
所
を
変
え
、
「
今
日
か
ら
い
き

い
き
生
き
る
た
め
に
、
食
生
活
に

お
け
る
体
の
健
康
」
と
題
し
、
講

師
に
北
信
病
院
栄
養
課
長
の
園
原

規
子
先
生
を
迎
え
講
演
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
、
長

野
県
の
男
性
は
平
均
寿
命
が
79
才

と
全
国
１
位
で
あ
る
と
同
時
に
、

世
界
で
一
番
の
長
寿
で
あ
る
と
聞

き
驚
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
長
野
県

の
女
性
は
86
才
で
全
国
５
位
と
聞

か
さ
れ
る
と
さ
ら
に
驚
き
、
続
い

て
日
本
は
長
寿
国
で
あ
り
な
が
ら
、

寝
た
き
り
の
期
間
が
平
均
６
年
半

～
７
年
と
聞
か
さ
れ
る
と
、
会
場

か
ら
う
な
ず
く
声
が
聞
こ
え
、
改

め
て
健
康
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
先
生
に
よ
る
と
寝
た
き
り
の

時
間
を
短
く
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
長
野
県

は
食
の
自
給
率
が
53
％
と
高
い
ほ

う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

食
生
活
に
お
け
る
体
の
健
康
で

は
、
ま
ず
①
塩
分
を
控
え
る
。
②

動
物
性
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
。

③
野
菜
た
っ
ぷ
り
、
果
実
ど
っ
さ

り
。
④
牛
乳
、
乳
製
品
を
積
極
的

に
と
る
。
⑤
大
豆
製
品
、
魚
、
海

藻
を
き
ち
ん
と
と
る
。
こ
れ
が
健

康
寿
命
を
延
ば
す
食
生
活
の
５
つ

の
ポ
イ
ン
ト
だ
そ
う
で
す
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
参
加
者
か

ら
、
質
問
が
多
く
だ
さ
れ
、
私
自

身
改
め
て
健
康
に
対
し
普
段
の
食

生
活
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
の
成
績
発
表
を
か
ね
、
懇
親

会
を
開
催
し
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
、

勉
強
に
な
る
公
民
館
行
事
で
し
た
。

　
　
　

（
大
）

編
集
委
員

　
だ
よ
り

真剣に耳を傾ける参加者の皆さん

ひ
ゃ
く
　こ
う
　
し
ん
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豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

中央公民館から
■大きな「黒姫りゅう」をつくって
　　　　　　　　　祇園祭に参加しよう！
　黒姫物語を「読み聞かせ」で学び、みんなで大きな
「黒姫りゅう」をつくって、祇園祭に参加しよう！
日　時　７月５日、12日、19日（全土曜日）
　　　　午前８時30分～10時30分頃
場　所　中央公民館　教室(2階)
対象者　市内小・中学生20名
参加費　500円(傷害保険、材料費)
申込み　中央公民館へ

■夏休み親子きりえ教室
日　時　８月１日(金)午前９時30分～11時30分
場　所　中央公民館　教室(2階)
講　師　中野きりえの会　
参加料　無　料　　定　員　30名
持ち物　デザインナイフ※ない場合は貸出します

■チャレンジ子ども教室｢星空をみよう｣
日　時　７月12日(土)午後７時30分～９時30分
場　所　北信濃ふるさとの森文化公園創造館集合
対象者　どなたでも可。中学生以下は保護者同伴
講　師　信州中野天文同好会　
参加料　無　料　　定　員　20組
申込み　豊田公民館へ

■チャレンジ子ども教室｢作詞作曲教室｣
日　時　７月29日(火)、８月６日(水)全２回
　　　　午前10時～11時30分まで
場　所　豊田文化センター２階会議室
対象者　市内小中学生　　参加料　無　料　
講　師　小学校教諭　藤森 京子 先生
申込み　豊田公民館へ　 定　員　10名
持ち物　リコーダー又は鍵盤ハーモニカ、
　　　　自作の詞(ある人のみ)

■チャレンジ子ども教室｢バードウォッチング｣
日　時　７月30日(水)午前10時～１時
場　所　豊田文化センター集合
対象者　市内小中学生　　定　員　10名　　
参加料　無　料　申込み　豊田公民館へ
講　師　信州野鳥の会　出野 富永 先生

■チャレンジ子ども教室｢親子クッキング教室｣
日　時　７月30日(水)、８月６日(水)全２回
　　　　午前９時～正午まで
場　所　豊田文化センター集合
対象者　市内小学生と保護者(幼い兄弟同伴可)
　　　　小中学生のみの参加も可　　
参加料　食材費として１人１回300円　
講　師　矢沢 玉枝 先生　 申込み　豊田公民館へ
定　員　15組　持ち物　エプロン、三角巾、タッパー

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

７月の展示コーナー

俳　句　展
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■万葉集を読み味わう
日　時　８月26日、９月２日、９日、16日、30日
　　　　10月７日(全火曜日)午前10時～11時45分
場　所　中央公民館　講堂　　定　員　50名
講　師　信州大学名誉教授　滝澤 貞夫 先生
参加料　無　料　　持ち物　　不　要
申込み　７月23日(水)から

今
年
の
３
月
に
行
っ
た
、
み
ん
な
で

「
灯
籠
び
な
」
づ
く
り
！

昨年の夏休みに実施した「バードウォッチング」
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今月の伝言板

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 北 部 公 民 館
☎ 2 6 - 0 6 7 7   ㈲ 28878

北部公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 西 部 公 民 館
☎ 2 3 -1 0 2 4 ㈲ 2 6 6 7 4

西部公民館から
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■薬膳料理教室
～韓国料理　サムゲタンで夏ばてを吹っ飛ばそう！
　食の安全が問われる今、素材は国内・地域産を
使用します。公民館は「食」を通して、皆さんの
健康を応援します

　　　　　　　　　　　　
　
　サムゲタンは、夏ばて予防の妙薬として人気が
高い、韓国の国民的なスープ料理です。
日　時　７月24日(木)午前9時30分～午後2時
場　所　西部公民館　料理教室
講　師　山田誠𠘑(そんひ)さん他　定　員　20名
受講料　無　料(但し、材料費として500円)
持ち物　エプロン、ふきん
申込み　７月９日(水)から　　
その他　託児希望の方はご相談下さい。

■あるある夏休み探検隊　募集！
　対　象　市内小学生(２年生以下は保護者同伴)
　申込み　７月14日(月)正午から
［１］森のクラフト　木の昆虫を作ろう
　木の質感を利用してノコギリで切り、組み合わせ
てカブトムシなどを作ります。
日　時　７月28日(月)午前９時30分～正午
場　所　北部公民館　定　員　15名
指　導　なべくら高原・森の家インストラクター　
参加費　無料(但し、材料費として200円)
［２］河原で遊ぼう(＆ストーンペインティング)
　河原に入って、水遊びや水辺の生き物を探してみ
よう。その後はお気に入りの石を拾ってストーンペ
インティングをします。
日　時　８月５日(火)午前９時30分～午後２時頃
場　所　北部公民館(夜間瀬川)　定　員　20名
参加費　無　料(但し、傷害保険料として100円)
指　導　自然観察インストラクター 畔上 正雄 先生
参加費　無　料
持ち物　昼食(弁当)、水着、着替え、水彩用具一式
［３］布ぞうりを作ろう
　古布を活用して作る室内履きです。履いて気持い
い、飾ってお洒落、歩くたびに床掃除、そしてガン
ガン洗えます。
日　時　８月７日(木)午前９時30分～午後３時頃
場　所　北部公民館　定　員　15名　参加費　無料
講　師　シルバー人材センター手芸クラブ
持ち物　昼食(弁当)、お持ちの方は木綿製の古布
　　　　(浴衣やシーツ等そのままお持ち下さい)
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文
化
な
か
の
編
集
委
員

　平成21年中野市成人式の開催期日は５月
４日(みどりの日)です。会場は中野市市民会
館です。
　昭和63年４月２日～平成元年４月１日生
まれの方が対象となります。

　成人式の開催に伴い実行委員を募集します。
　一生に一度の思い出に残る成人式となるよ
う、自分たちの手で成人式を企画運営してみ
ませんか。
対　象　上記対象者で平日夜の会議に出席可
　　　　能な方　
内　容　中野市公民館と協力して企画運営し、
　　　　当日の受付や進行に従事していただ
　　　　きます。
申込み　７月７日(月)から中央公民館へ　
 　　　   ℡22－2691　㈲20691

成人式のおしらせ

成人式実行委員募集！
平
成
20
年
度

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃〃〃〃〃
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キンラン /鴨ヶ獄城址 バラ /一本木バラ公園

シャクヤク /中山晋平記念館ホタル /新野区真引川

季節のコラム

　
終
業
式

春
に
は
あ
ん
な
に
大
き
く
感
じ
た
ラ
ン

ド
セ
ル
。

あ
れ
か
ら
４
ヵ
月
し
か
経
っ
て
い
な
い

の
に
、
も
う
立
派
な
１
年
生
。

「
一
人
で
学
校
ま
で
歩
け
る
よ
」

「
給
食
も
し
っ
か
り
食
べ
て
い
る
よ
」

「
宿
題
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
よ
」

通
知
表
な
ん
て
見
な
く
て
も
、「
が
ん

ば
っ
た
」
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
顔
に
書
い

て
あ
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
が
ち
ょ
っ
と
小
さ
く
感
じ

た
、
１
学
期
終
業
式
の
帰
り
道
。

花と季節の写真
募　  集

　

文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ま
よ
り
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り

ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も

可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未

加
工
の
も
の
）
編
集
委
員
が
選
び
、
８
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場

所
、
花
の
名
前
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿

名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お

伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。
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央
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民
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